
西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ

(海崎地区2)

昭和63年 3月

島根 県土 木部河 川 課

島 根 県 教 育 委 員 会



朝酌川河川改修工事に伴 う

西 川 津 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書 Ⅳ

(海 崎 地 区 2)

昭 和 63年 3月

島 根 県 土 木 部 河 川 課

島 根 県 教 育 委 員 会



イラス ト:古浦秀明



｀
■‐

:_1

韓

為

rlli

卜登il

_ ノ

導

工す:(上f:序~
|五デ七

弥生時代中期の土壊 (SK01)
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弥生時代中期の土竣 (S K01)
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弥生時代中期の漆塗土器
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本報告書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて昭

和59年度に実施 した朝酌川河川改修工事予定地内にある西川津遺跡の

埋蔵文化財発掘調査の記録です。

発掘調査では、弥生時代の木製品加工場跡やヒョウタンの貯蔵施設

など貴重な埋蔵文化財が発見され、各方面より多 くの関心がよせられ

ることにな りました。

本書が、広 く一般の埋蔵文化財に対する御理解に多少な りとも役に

立てば幸いに存 じます。

昭和63年 3月

島根県教育委員会

赦育長 松 井 邦 友





例     言
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I調 査 の 概 要

昭和59年度・60年度に発掘調査の対象としたのは、昭和58年度に引き続きその南西側、

幅25。 Oη ×100.Oη の範囲である。 発掘は調査区が広範囲にわた り朝酌川に沿ってあ り、

水田下 2.Oη 以上掘 り下げる必要がみると思われたので、 作業の安全を第 1に考慮 し調査

対象範囲の外側より安全勾配でもってオープンカットし、表土および遺物包含層の一部を

あらか じめ調査員立会いのもとに掘削して行った。また、調査区の内側には土層観察を兼

ねた排水溝を周囲に掘 り込み、水中ポンプで24時間排水を行いながらできるだけ発掘作業

が上の乾いた状態でできるよ多にした。

発掘調査によって確認された層序は次のようである。

表土 (耕作土)

古墳時代前期 (遺物包合層 )

弥生時代後期 (遺構+遺物包含層 )

弥生時代中期 (遺構+遺物包含層 )

弥生時代前期 (遺構)+縄文時代後・晩期 (遺物包含層 )

このうち、弥生時代中期層が最も安定 してお り、多 くの遺構、遺物が検出された。特に、

2× 3間の掘立柱建物跡、土拡、木製農耕兵に関わる施設と考えられるウッドサークル群

等は本県ではは じめて確認されたものであ り、遺物では本報告で図示したような多量の木

製品が出土し、多方面より多 くの関心がよせられることとなった。

弥生時代前期においては、朝酌川の旧河道と考えられる溝状の遺構があ り、中期にも引

き続き存在してお り、縄文時代晩期の上器が共伴 して出土 したことが注目された。また、

遺物には10個体以上にもおよぶ土笛、貝層から出土 した各種の骨角器、多量の動植物の遺

存体、緑色凝灰岩を材料とした管玉作 り等、当地方においていくつもの新発見があった。

古墳時代前期層では遺構は発見されなかったが、本県ではこれまでこの時代の木製遺物

は皆無に近い状態であったが、豊富な木製品の種類が明らかになった。

このように、本遺跡の発掘調査によって、縄文時代から古墳時代にいたる期間の多 くの

新 しい情報を入手することができた。ただ し、調査区のほぼ中央部が後世の開発によって

削平されてお り、昭和58年度調査区で検出した縄文時代前期～前期末の遺物包含層との関

係をつかめなかったのが惜 しまれた。以下は、主として、昭和59年度調査区の発掘調査の

概要である。

-1-



1.遺

弥生時代中期の遺構

弥生時代中期の遺構は、掘立柱建物跡群 (S B01～ S B04)、 土拡群 (S K01～ S K03)、

ドングリの貯蔵庫 (S K04)、 ウッドサークル群 (S Z01～ S Z 023)、 貝層、濤状遺構を検

出した。これらの遺構は大別 して調査区内北側の一群 と中央部の一群との二群に分けられ

るが、その中間にあたる部分は本来その地形が東側丘陵にむかい高 くなっていたのを、水

田の開発によって水平に削平されたものと考えられる。従って、この空間には例えば、竪

穴住居跡とか水田跡のような遺構が、あるいは存在 していたかもしれない。

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、発掘調査区のほぼ中央東壁よりに土拡群と共に発見された無数の柱穴

群の中から (図版 1)、 S B01、 S B02、 S B03、 S B04の 4棟を確認 した (第 3図、 図

版 2)。 いずれも1× 2間の構造で、それぞれ2.42× 3.08れ 、2.68X3.73π 、 1.82× 3。 31

確、1.79× 2.92紀 の規模である。

これら掘立柱建物跡群の柱穴は、径20,0～40,00陶 、検出面からの深さ20.0～30,00η の規

模のものである。柱穴の中には、板やその他の木材が充填 してあ り、中には柱根が残存 し

ている例もあった (第 4図、図版 3)。 これは遺跡のある場所が当時から水分を多く含み、

むしろ、掘立柱建物を建てるにはあまり適さない条件であったことを示していると思われ

る。逆に、この種の建物がこうした場所に設置されなければならない理由があったと考え

られ、後述する加工途中の木製品との関係が注 目されるところである。柱穴の中の木材は、
(註 1)

例えば、静岡県登呂遺跡の柱穴内にみられる礎板と同様な機能をもつものであろう。

検出された掘立柱建物跡は、S B01と S B02が切 りあい関係にあ り、同様に切 りあい関

係にあるS B03と S B04よ りやや規模の大きなものである。さらに、S B02と S B03とよそ

れぞれP17と P4が重複 して発見されているので、S B01と S B03、 S B02と S B04とよそ

れぞれセットとして「 L」 字状に配置され、同時期に存在 していた可能性が高い。これら

大・小の掘立柱建物に囲まれるように、ヒョウタンの種子を出上したS K01が 検出された

こともこれを裏づけるものであろう (第 2図 )。

上拡 (SK)

S K01 掘立柱建物跡に囲まれた位置に検出されたS K01は ヒョウタンの貯蓄施設であ

ったと考えられる (第 5図、カラー図版 1)。 規模は長さ2.70孵 、幅1.50れ 、検出面より

中央部での深さ0。 70れ を測る。北隅を一部欠くがもとは隅九長方形の整った平面プランで

-2-
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第 1図 西川津遺跡海崎地区発掘調査区
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あったことが知られる。底は舟底形を呈 している。第 5図に示した a層は茶黒色有機質土

で、この層の直上の層との間には部分的にムシロ状の植物質のものが認められた。このa

層を取 り除 くと多数の木材が倹出されたが、それらはこの上拡を覆っていた上屋構造の木

材であったと考えられる。その上屋がどのような構造のものであったのかは即断しかねる

が、第142図 165は その木材の一つを図示 したものであ り、 頭部が二股の 自然木を長さ約

1.6紀 に切断して使用 していることから、 地表上へは せいぜい30～400激段ど高 くさせた簡

単な施設であったと考えられる。このことより、第 5図 a層はこの上拡の上屋構造が陥没

したものと考えられる。上拡内からは石斧片や木製農兵が発見されたが、いずれも完成品

が破損したものであった。この他に弥生土器や獣骨の小片が混在 していた。特徴的であっ

たのは、 3個
.体

のヒョウタン (第 5図では粗いスクリーントーンで示 した)と a層から多

量のヒョウタンの種子が出土したことである。その自然科学的な分析は次年度で報告する

予定である。

S K02 土拡 S K01の 東側約3.5れ に検出された長さ1,25紀 、 幅0.55紀 、 深さ0。 13紀 の

ほぼ南北方向に長い長方形の上拡である (第 6図、図版 4)。 底はほぼ水平で、東壁に接

して第120図 41に 示 したような木製鍬 (完成品・使用痕あ り)があった。

S K03 S K02の さらに東側、 約1.2紀 の位置にS K02に類似した土拡を検出した (第

6図、図版 5)。 南北1.2η 、東西0.8れ 、 深さ0.12れ を測るが北側の一部は弥生時代前期

の貝層に掘 りこまれている。床は水平でなく北東にむかい高 くなっている。土拡内には板

状の木製品が二枚あったが、このうち加工痕のあるものを第145図 177に 示 した。田下駄等

の未成品と考えられる。

S K01、 S K02、 S K03はその主軸方向をほぼ南北にとってお り、これらの西側～南側

に検出された柱穴群や掘立柱建物跡群と一連の遺構であったと考えられる。つまり、土拡

群も掘立柱建物跡群もある程度、計画的に設置されたと思われる。

S K04 発掘調査区の北側に検出された上拡で ドングリの貯蔵庫である (第 7図、図版

6)。 0,7× 0,7“ のほぼ正方形の平面プランで、 基底部10～ 15θ解は縄文前期層に掘 りこま

れ、その上は弥生時代の微砂粒に覆われていた。床は水平で、床直上からドングリの種子

がまとまって出上した (図版 6)。 土拡の内側周囲は長さ約5002の檜皮を壁面に貼 り付け

たものであるが、床近 くにはこの上拡を覆っていたと考えられる同様な檜皮が陥没 した状

態で発見された。 ドングリの種子の詳しい同定は別に報告する予定である。島根県内にお

けるこの種の遺構は、松江市手角町寺ノ脇遺跡や同柳瀬遺跡の二か所がこれまで知られて

いるが、それらは縄文時代のものであ り、また素掘 りの上拡である。現在のところ、弥生

-4-
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第4図 掘立柱建物跡柱穴断面図

時代の遺構としては他に例をみないものである。

ウッドサークル (SZ)

発掘調査区の北側、朝酌川岸に近いあた りと、調査区のほぼ中央に発見された旧河道と

考えられる溝状遺構に沿 うて、 多 くのウッドサークル (wOOd―Circle)を検Pl‐ した。その

北側の一群 (S Z01～ S Z09)は 、ほぼ東西に、つまり現在の朝酌川左岸と同じ方向で、

同時に貝層Aも これらの南側に接 して発見された (第 8図、図版 8)。 発掘区の中央部の

一群 (S Z010～ S Z023)は、はば南北に溝状遺構に沿 うてお り、同様に貝層A～ Dがそ

の東に存在 していた (第 9図～第■図、図版 7、 図版 9～17)。

０
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S K01実 測図
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第6図  S K02・ 03実測図

これらのウッドサークルの構造は、 径1.Oη の小規模のものから、 2.5紹 Xl.0縮 のもの

まで各種ある。いずれも、自然木の先端を尖らせたものと板材を再利用 したと考えられる

杭が混在して用いられてお り、後者の方が多い。最長のもので1.25η を測るが、もとは今

少し長い杭が用いられていたと思われる。

ウッドサークルの平面プランは、 径が1,Oη 前後の比較的小規模なものは 不整形のよう

にみえるが、方形プランを意識 していると考えられる。これより大規模なものは長方形プ

ランであ り、その典型はS Z017(第10図 、図版13)に みることができる。杭の先端は40～

500紡 ほど弥生時代以前の層に打ち込まれてお り、多 くの場合、その層の上面より40～5002

の部分が残存 していた。弥生時代前期にも同様な施設を検出しているが、その場合横木を

わたし杭に蔓で縛った例がある。S Z013(第 10図 、図版■ )、 S Z014(第 9図、図版■、

12)にみられるような例からすると、杭列は横木を固定された構造になっていた可能性が

ある。杭は自然木のものは変形 したものが多い。これは打ち込む時、あるいは土厚によっ

て変形 してしまったと考えられる。断面が三角形の板材の再利用と思 わ れ る抗が多いの

は、自然木が構造上あまリウッドサークルに適さない為であったかもしれない。

さて、第■1図～第156図 に示 した多量の木製品は、 そ の 多 くがこのウッドサークルの

―- 10-―



周辺から出上 したものである。その

ほとんどは鋤・鍬を中心とする木製

農耕具の未成品であった。従ってこ

れらのウッドサークルと木製農耕具

の未成品は何らかの関係にあるもの

と思われる。福岡県板付市板付遺跡

や、兵庫県神戸市玉津田中遺跡では、

溝状遺構の縁に土拡を穿ち、その中

に加工途中の木製農耕具を納めた弥

生時代の遺構が知 られているけれど

も、西川津遺跡においては、ここで

報告 したウッドサークルが同様な機

能を有 していた施設であったと考え

ておきたい。 S Z017(第10図 )は

まさにそのような木製農耕具の製作

工程の初期段階を示す好例としてと

らえることができよう。とすれば旧

河道に沿 うて発見された二群のウッ

ドサークル群は、通常水中に没 して

いたことが考えられ、当地方におけ

る弥生時代木製農耕具製作工程を具

体的に知ることのできる遺構として

注 目されよう。

貝 層

ウッドサークル群に沿 うようにい

くつかの貝層も検出された。 S Z01

～ S Z09の 南に接 した貝層Aは、最

大幅 2.Oπ 、 長さ約 8.0■ に及ぶ 細

長いもので、 これより約 4.0紀 東に

も径 0.5η ほどの貝層の ブロックが

あった。また、中央で発見された貝

0          50cm
i  t  i  :  I  I

第 7図  ドング リの貯蔵庫
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層は、南より貝層B、 貝層C、 貝層Dがほぼ南北方向に溝状遺構やウッドサークル群に沿

うかたちであった。 いずれも不整形で径は2.0確 ～5,0紀 あ り、 その周囲には径0.3紀 内外

の小ブロックがいくつかみられた。他の遺構のあ りかたからして、この貝層A～貝層Dが

位置するあた りを、本遺跡における弥生時代中期の旧河道の水際と考えている。

これらの貝層を構成する主な貝類は、汽水産のヤマ トシジミである。ヤマ トシジミの貝

層は、本遺跡に近いところでは縄文時代前期の鹿島町佐太講武貝塚がある。弥生時代の貝

塚は出雲地方ではこれまでその西部において、多門院貝塚などが知られているが、東部に

おいてはは じめての遺跡例となった。このヤマ トシジミの貝層群は、少なくとも弥生時代

中期には宍道湖が現在のような汽水湖になっていたことを示 してお り、当時の自然環境を

復元する貴重な資料となった。貝層は原則として、全て取 り上げ、これを水洗いし微細な

遺物も検出するよう努めた。その結果は、弥生土器、シカやイノシンといった獣骨、それ

らで製往された釣針をはじめとする骨角器、魚骨、時には使いすてられた木製農耕具や容

器類、石器片、戊化米、貝製小玉、カワニナのような淡水産の貝類、サザエ、アワビなど

磯の生物等々豊富な資料を得ることができた。この うち、獣骨や魚骨についてはⅡ章で報

告されているとお りであるが、他の遺物や貝層の詳 しい分析は、来年度報告される予定で

ある。

滞状遺構及びS D01

発掘調査区の中央よりやや西側にはぼ南北方向に、上場幅5.0～7.Oη の溝状遺構が検出

された (第 2図、図版 7)。 この溝状遺構の西側は高さ1.5紀 の堤状となっている。その溝

の西側斜面には、無数の杭が打ち込まれているのとともに、多数の人頭大の自然石がこれ

を覆 うように存在 し、東側の遺構群とは対象的なあ り方を示 していた。溝の西側の施設は

その状況から、簡単な護岸工事のようなものが行なわれたともうけとれる。溝は弥生時代

中期以前の遺物 しか含まない砂礫層で埋ってお り、溝の埋投 した時期もそのころと考えら

れる。調査区の北側に検出された貝層Aや ウッドサークル群 (S Z01～ S Z09)が現在の

朝酌川左岸にあたることを考え合わせると、この溝状遺構としたのは弥生時代中期の旧河

道と考えられよう。因に、この溝状遺構は昭和60年度の調査において、弥生時代前期から

生活に使用されていたことが判明している。

S D01(第 2図、図版 1)は、S K02や S B01、 S B02に よって切られているので、そ

れらより古い時期と考えられるが、弥生時代中期の中での先後関係を示している。これに

よって、土拡や掘立柱建物跡群より以前の遺構であることが知られるが、その性格は不明

である。

―- 12 -―
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第3図  S Z05・ 06・ 07実測図

弥生時代後期の遺構

列石遺構

弥生時代中期の溝状遺構のあるあた りから、西に約20η の位置に弥生時代後期の列石を

検出した (第12図、図版18)。 それは南北方向に長さ2.3紀 、幅0.6η の短いものであった

が、川の氾濫をうけ付近に散乱している石や遺物の状態から元来、かなり長 く構築されて

いたと思われるふしがある。石は20.0～40.OC解の自然石で、東高西低の緩斜面に築かれて

いる。

貝 層

列石遺構の南約15,Oη の位置に径1.0紡 ほどの薄い貝層があった (貝層E、 第 2図 )。 中

に含まれている土器片から列石遺構と同様に、弥生時代後期のものと考えた。

これらの列石遺構と貝層Aと を結 ん だ線は、 ほば、 弥生時代中期の溝状遺構やウッド

サークル群等発掘調査区中央の遺構の方向に沿 うている。弥生時代中期の貝層が旧河道の

水際に形成されていることから、列石遺構と貝層Eを結んだあた りよりさらに西側は、弥

生時代後期の旧河道であった可能性が高い。

以上のような、弥生時代中・後期の遺構のあ りかたから、弥生時代の朝酌川の歴史を知

-13-
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第12図 列石遺構実測図

ることができよう。まず、発掘調査区の北東部 (朝酌川の上流部)においては、旧河道は

現在の朝酌川に沿 うかたちでその水際を貝層Aの あた りに考えることができる。そしてそ

れは、第 2図に示された現在の朝酌川が蛇行 しているあた りから、旧河道も現在よりは、

さらに急カーブを描きはぼ南北方向を南に流れていた (溝状遺構)と 考えられる。これは

弥生時代中期のことである。次に、この旧河道 (溝状遺構)が埋まり、弥生時代後期には、

発掘区のほぼ中央部を流れていた川は、西側下流部に流路を移動 し、現在の朝酌川に少 し

近づいていったょうである。

尚、弥生時代の層の上に古墳時代前期の遺物包含層があったが、遺構は発見することが

できなかった。

註1『登呂』昭和35年

2 近藤 正『寺の脇遺跡』島根県松江土木事務所 昭和44年 3月

3 恩田 清氏調査

4 深井明比古氏の御教示による。

5 山本 清『鹿島町誌』昭和37年

6 東森市良他『出雲 。上塩治地域を中心とする埋蔵文化財調査報告』島根県教育委員会 昭和55年 3月

蛇



2. 遺

第21図 ～第192図に示 したのは、 前項の遺構や各時期の層から出上した遺物である。 各

遺構や土層の時期決定の基準としたのは編年研究の進んでいる土器によってである。それ

以外の遺物についてはそれ自体で未だ詳 しい時期決定をすることは困難である。従って木

製品や石器といった土器以外の遺物の中には、ここでは一応時期別に分類 しているけれど

も、いくばくかはそれ以前の時代のものが混在しているかもしれない。例えば弥生時代後

期として分類 した木製品の中には前期のそれが混在する場合もあろう。 しかし、大方にお

いては土器の示す年代に他の遺物も等しいと考えて差 し支えはないと思われる。以下は、

弥生時代中期から古墳時代前期にかけての遺物の概略であるが、一部には便宜上、明らか

に弥生時代前期の遺物であっても載せることにした。また、動植物の遺存体については弥

生時代中期の遺物であっても、都合によって次回に報告する予定のものもある。

(1)弥生時代中期の遺物

鉄斧 発掘調査区のほぼ中央にある貝層C付近より第13図 に示 したような鉄斧片が出土

した (カ ラー図版 2上 )。 現存部長さ6.OC″、最大幅3.00解を測る。横方向に幅約1.00″、高

さ3″πの二条の突帯があ り、その中央を維方向に鋳型の合わせ 目痕が走っているので、袋

状鋳造鉄斧の側面であることがわかる。平均的な厚みは 4 ππである。全体に銹化 してお り

部分的に緑錆がみられる。重さは31.0夕 を測る。弥生時代における同種の資料は福岡県行

橋市下稗田遺跡等九州北部に多 く、大陸では中国東北部から韓半島北部に分布がある。西

川津遺跡出土資料は、直接的にせよ、九州北部を経るとしても、大陸から日本海沿いにも

たらされたものとして注 目される。弥生時代後期の木製品の中には、この種の柄が出上し

ている (第 162図278)。 下稗田遺跡出土例 (弥生時代中期前葉～中葉)を参照にこの鉄斧

を復元すると全体の長さ15.00η 、幅8.00寛ほどになると思われる。

骨角器 骨角器には釣針、鈷、籍、警等の装身具類、縫針、矢筈等がある (第14図～第

20図 、カラー図版 4)。 いずれも、鹿角製か猪牙製かのどちらかである。

釣針には 4種がある。A類は小形で逆刺のないもので、第14図 1・ 2が これにあた り鹿

角製である。 1は長さ3.10紀。B類は長さが5.00能以上で逆刺が外側につけられたもので、

第14図 3・ 4・ 5、 第15図 6がそれで、いずれも鹿角製である。完成品の4は長さ7.102、

幅4.2C“を測る。 C類は逆刺は内側に向かい合って 2か所設けられたもので、 第15図 7と

8が これにあたるが、前者は鹿角製、後者は猪牙製である。完形の 7は長さ8.Oθ解、幅1.8

θ翻を測る。D類は大形の結合式釣針である。第16図 10、 ■、第17図 13が そ れ で ある。こ

-18-



の種の釣針

は軸部を鹿

角、釣部を

猪牙製とな

ってヽヽて、

この原貝1は

他遺跡でも

貫かれてい

る。 この う

ち、■は外

側Vこ 2か所

の逆刺が見

られる釣部

の欠損品で

ある。10、

13は軸部の

未成品で粗

第13図 鉄斧実測図

い削 り痕が残る。10の長さは約■.00能である。

第15図 9は長さ7.4じ阿の鹿角製品である。 頭部に加工痕と中央部に孔を穿とうとした痕

が認められる。加工途中なので、不明点が多いが、全体の形状からして回転式離頭鈷の未
(註 2)

成品の可能性がある。

第16図 12、 第17図 14、 第19図 18、 19は籍の類である。12は長さ7.9θπ、径は0,502で先端

より3.OCηあた りから基部は乳白色の接着剤と柄に 緊縛 した糸の痕が認められる。 18は エ

イの刺尾、19は最大径が 32π で、 3個の欠損品からなる籍であるが、 復元すれば8.Oθ能以

上の細長いものとなる。入念に磨かれている。

第20図 25と 26は 矢筈の一部と考えられる。同24は不明の骨角器であるが、その製作手法

は矢筈と同一であ り、25や26に 関係するものか、あるいは装身具と考えられる。

第20図 27～ 32は 縫針である。このうち、27と 28は その未成品、29～32は 完成品が欠損し

たものであるが、29・ 30。 31に は糸孔が残る。

第20図33は 警で現存部は2.0× 2.2o″、 厚さ0,20物の痛平で これに 3本の歯が認められる

が、 いずれも長さ2～ 3″πで折れている。 第20図34は長さ1.302の牙玉で孔を穿つ。

露  剥離面
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第16図 骨角器実測図(3)

一- 22 -―



□ 5cm

第17図 骨角器実測図(4)
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第18図 骨角器実測図(5)
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第17図 15は長さ10.00協 で、両端がその中央部に比 して幅広・痛平となっている骨角器で

ある。使用痕があ り完成品と考えられる。用途は不明だが、現在使用されている金属製の

釣針はず しに似ている。

第18図 16、 第19図 17、 第20図 20・ 21・ 22・ 23はいずれも加工途中のものである。231ま 小

孔をあけようとしてお り、16は敲打と粗い削 りがみられる。16・ 17・ 21は鹿角製である。

弥生時代中期の上器 第21図 ～第98図には弥生時代中期の土器を図示した。そのほとん

どは弥生時代中期層や遺構から出土したものであるが、中には弥生時代後期層や古墳時代

前期層からの出土資料も弥生時代中期の特徴的なものであれば掲載することにした。器形

は、甕・壷・鉢・高外の他に各種の上製品や分銅型土製品、土錘、紡錘車がある。

a。 甕形土器

第21図 ～第43図は甕形土器として分類 したものである。このうち、第21図 7・ 8・ 9・

12・ 14、 第22図17・ 18・ 19・ 20。 21は弥生時代前期の様相を強 く残 しているが、沈線はク

シ描き手法によっている。 口縁部上が平坦となるもの (7)と「 く」 の 字 状 になるもの

(8・ 9。 12・ 13・ 14)がある。17～20も 後者と思われるが、19は クシ描き沈線部に一条

の突帯がある。        、

第21図 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 10は 口縁部が肥厚 し平坦、もしくは断面が三角形となる一

群である。この うち、 1と 2は 日縁部直下に一条の突帯を施 し、九州地方の項玖式上器の

影響を強 く受けたと思われるものである。内面はヘラ磨きがみられ全体に丁寧な作 りであ

る。

以上の甕形土器以外のそれらは、いずれも原則的には口縁部が「 く」の字状を呈 し、胴

部の最大径が中央よりやや上方にある胴長の器形である。胴部の径に対し底部径が小さく

やや不安定なのも特徴の一つにあげられよう。いずれも壷に比較すると器壁は薄 く、外面

には煮沸時のかきこばれと考えられる厚い炭化物が付着 したものが多い。内外面ともハケ

目やヘラ磨きで整形 しているが、特徴的なものは外面のヘラ磨きである。すなわち、外面

胴部中央より下方は縦方向のヘラ磨きの原貝Jが貫かれている。上方にヘラ磨きを施す例は

ない。これに対 し、内面はくびれ部より下方に横方向のヘラ磨きが施される例が若千ある

が (第22図29・ 30、 第23図 39。 45、 第24図 47・ 52・ 57、 第26図 73・ 83、 第27図 88・ 95、 第

30図 145、 第33図 194、 第36図 232、 第39図 288)、 多 くは縦方向や斜めのハケロ調整されて

いる。中にはハケロ調整後粗い横方向のヘラ磨きがみられるものがある (第27図 92、 第29

図141、 第30図 153、 第31図160。 161、 第36図242、 第38図275)。  また、 内面の胴部下方全

面にヘラ磨きを施す例もある。壷に比較すると装飾性は極めて乏しいが、多 くは胴部中央



にクシ状工具による一条か二条の刺突文をめ ぐらすのが通例である。中には第21図 6や第

44図 388・ 389の ように重の突帯に共通 した装飾がみられるものもある。また、口唇部に亥J

み目を施すものと、そ うでないものがある。口縁部に一条あるいはそれ以上の沈線のある

ものは、中期の中でも後出のものと考えられるが、このような沈線と刻み目を組み合わせ

たものもある (第41図318～333)。

第42図 及び第43図347～351は養形土器の底部のうち、穿孔のみられる資料を図示したも

のである。いずれも焼成後に穿孔されているが、 第42図334は その途中のものである。 こ

れら底部穿孔の甕形土器は甑として使用されたと考えられている。 但し、 第42図 334及び

第43図 347の 二例は、底部が厚 く、前期のものの可能性がある。

第43図352～382は、 台付の甕形土器として分類を試みたものである。 この中には366の

ように底部を穿孔 したものがある。この種の甕形土器は中期になって始めてあらわれる器

形である。

以上の外に第77図 814以降第83図にあげた底部の中にも多 くの 甕形土器が 含まれている

ものと思われる。

b.壷形土器A

第49図 456及び第71図772・ 773・ 774は弥生時代前期の特徴を残 した重形土器の頸部であ

る。多条化 した沈線と波状文はクシ状工具によってしっか りと施されている。甕形土器の

第21図 7・ 8,9・ 12・ 13・ 14に対応するものである。壷形土器は甕形土器に比較すると

器形が変化に富んでお り、装飾も豊かなものが多い (第44図～78図 )。

456以外の壼形土器は特に頸部から口唇部の形態によって、 二種に大別 し、 それぞれを

細分し次のように分類を試みた。

I類一一 口縁部が短 く断面が「 く」の字状を呈するもの。

Ia類………頸部に突帯をつけたもの。

Ib類………顕部に突帯がみられないもの。

Ⅱ類一一 口縁部が長いもの。

Ⅱa類………頸部より上がほぼ垂直に立ち上るか、やや外傾 し、口唇部内

側をつ まみ出した ような低い突帯状 となるもの。

Ⅱb類………顕部 より上が逆「 ハ」の字状に長 くな り、その外面や 口唇部

が装飾 されたもの。

ⅡC類………Ⅱb類の顕部 より上がさらに外側に広がるもの。

Ⅱd類………ⅡC類の 口縁が下垂 し、最 も装飾性に富む もの。
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Ia類、 第44図389～395、 第45図、 第46図、 第47図、 第48図430～ 439、 第49図446・

447・ 448、 第50図469・ 472・ 478・ 479・ 480、 第52図 517・ 519、 第53図537等がこれにあた

る。甕形土器の器形に共通する部分も多いが、頸部の突帯を重形土器の要素として重視 し

た。その顕部に貼 りめぐらされた突帯は、いずれも指頭でおさえ凹凸をつけ文様としてい

るのが特徴である。 口縁部が無文のもの (389～397、 537)、 刻 目を入れたもの(416～ 439、

446～448、  478、 480、 517、 519)、 沈線が入るもの (425、 429～439、  446-448、  472、 478

～480)、 これらに円形浮文を貼 りつけたもの (413、 414、 416、 429、 434、 435)、 下 垂す

る突帯を貝占りつけたもの (439、 446)、 これらが互いに 混 在 す るもの (429、 430～439、

446～448)があ り、 Ia類内においてさらに細分できる可能性がある。但し、円形浮文と

下垂する突帯が共存する例はみられない。

Ib類、第50図 460、 465～467、 471、 474～476、 第51図481～ 484、 486～493、 第52図502～

516、 第53図520～535、 第54図544～555、 第59図 613～615が これにあたる。 これらは口縁

部が無文のもの (481、 482、 490～493、 501、 520～522、 524～532、 544～555、 613～615)、

沈線のはいるもの (460、 465～467)、 それに 円形浮文を 貼 りつけたもの (462、 464)、 斜

格子文を施すもの (471、 505、 507)、 クシ状工具による刺突文がみられるもの (475、 501

～504、 506、 508～ 516、 748)、 これらが 組みあわさったもの (477)等があ り、 胴部に多

条沈線や波状文、刺突文を施すものも多い。この うち、481と 482は、作 りは丁寧で内外面

ともヘラ磨きがみられ、頸部には小孔が穿たれているので、蓋とセット関係にある比較的

小形の壷形土器であ り、これら以外のものとはその機能が異な り、単なる貯蔵のみの機能

ではなく製作当初から例えば、漆を入れる容器としてのある目的をもって作られたものと

考えられる。

Ⅱa類、 第54図541をその典型と考えた。 第54図 542、 543の 他に第51図494～500も この

一群として扱った。 541は顕部に貼付突帯を有するが、 これ以外にはみられない。 495、

497、 541は 口唇部に刺突文、494、 500は 沈線がみられる。 541の 場合胴部に貝殻腹縁によ

る刺突文を施 し、それより下方は内外面ともヘラ磨きがみられる。

Ⅱb類 第49図453、 454、 第52図 518、 512、 513、 第55図、第56図570～575、 第58図6■

が相当する。Ⅱb類の特徴は顕部より上方が逆「ハ」の字状に長 く延びるとともにその外

面に刻目突帯を多条に貼 り付けていることである。その突帯の上にさらに下垂する二条の

突帯を貼 り付けたものもみられる。(564～ 568、 562、 572)。 装飾文様は円形浮文や斜格子

文、波状文がある。外面に多状の突帯がみられない454、 518、 570Vまその頸部にこれを貼

り付けている。
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ⅡC類 第51図 485、 489、 第56図 576～ 586、 第57図 、第58図、第59図622～628、 第60図

629、 第61図 661等その例は多い。Ⅱb類のように顕部より上方外面に刻 目突帯を貼 り付け

たものもみられるが (581～585、 599～601、 605、 609、 610)、 その本数は少ないものの方

が多い。これらの日唇部の文様は Ia類やⅡb類にみられたものと同様である。外面に多

条の貼付け突帯のみられないものは、 その頸部に突帯や (598、 611)、 沈線を入れている

(593)。 このうち、599は 口唇部に貫通 した小孔をめぐらせている。

Ⅱd類 第59図 619～621、 第60図 、第61図、第62図、第63図、第64図、第65図、第66図 、

第67図 、 第68図 (748を除 く)と 多い。 Ⅱb類やコC類にみ られ た ような刻 目突帯はな

く、頸部にのみ突帯が貼 り付けられている。下垂 した口唇の外面にはクシ状工具による斜

格子文が日立ち、それは口縁部内側や外面の頸部から胴部にかけても同じ手法で飾られる

ものが多い。 634、 676、 696～702、 705、 707、 708は 口縁部において最も装飾性に富んで

お り、口縁上やその内側に凹凸のある突帯を貼 り付けている。この うち696と 707の 突帯は

注口状に貼 り付けられた可能性がある。また、680、 682と ともに、この種のものには676、

698、 699、 700等 口唇部に小孔をめ ぐらせたものも多い。

このような董形土器の特徴から、第69図758、 759、 760、 764は Ⅱb類かⅡC類、第60図

757、 761～764、 766～768、 第74図 803、 804、 第75図 806、  807、 第76図812、 第77図813は

ⅡC類、かⅡd類、第70図769、 第72図791、 第73図 、第74図799、 800は Ⅱd類に属するも

のと考えられる。

以上、壷形土器の分類を試みたのであるが、これらにあてはまらないものや、それぞれ

の中間様相を示すものが多いのも、これまた弥生時代中期の特色である。

C.壷形土器B

ここで重形土器Bと したのは、無頸董と考えられるもので、鉢形土器に似るものもある

が、口唇部に、一孔、または二孔が対になっているものはこれに入れた。口縁部は内傾 し

肥厚しない。第84図951～ 961、 第85図966～969、 第86図990、 993、 1000、 が壷形土器B類

である。壺形土器Aの ように派手に装飾 したものは少ないが、 952、 954、 956、 959、 960

等は共通した文様意匠である。 このうち、 960は蕎の径は口縁部 より小さく、重の口唇の

外に蓋が出ないものと思われ、他は皆、重の口唇径より大きな径の蓋がセットになるもの

と考えられる。但 し、954は 口縁部上に文様があるので、 無蓋の壷か、 あるいは鉢形土器

であろう。

d.重形土器C

第84図947、 948は長頸壺と考えられるものであるが、全体の器形は不明である。
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e.鉢形土器

第85図 、第86図、第87図、第88図は、壷形土器Bと したもの以外は全て鉢形土器として

分類 した。この中には、さらに壼形土器B類に入れなければならないものもあるかもしれ

ないが、第88図 1028や第87図1017は全体を知ることができ、鉢形土器の典型として考えら

れよう。第85図や、第86図に示 したものはあまり文様がみられず第87図や、第88図は壼形

土器に共通 した文様を施しているが、派手ではない。外面にヘラ磨きが施されるのは文様

帯より下方で、その多 くは縦方向である(989、 997、 10■、1017、 1028)。 第85図 962、 965

の小形品は、中期前出上の弥生時代前期のものの可能性がある。

f.高外

第89図、第90図、第91図、第92図、第93図 、第94図、第95図■41～■53に は高不を図示

した。高外の外部の形態から次の4種に分類 した。

A類、無口縁で、口唇部は内傾するもので、1060、 1061が これにあたるが、全体は不部

の深いフイングラスの器形に近いものであろう。外面は沈線と刺突文で飾られる。

B類、1033、 1062を B類 とした。 日唇部はA類 と同様であるが、A類ほど内傾せず、日

縁は広 く開き浅い。1062は 口唇上と外面に沈線を施し、脚部は小孔 と多条沈線がある。

C類、B類より外部がさらに広が り、 口縁部は広 く平坦となる。 1035～ 1037、 1047～

1053、 1064～1083が これにあたる。全体の器形はB類に近いと思われるが、1675、 1076、

1082、 1083は胴部が直線的か、あるいは逆に必の内部にむかいわ ず か に カーブを描 く。

1082、 1083は、 日縁部が明確にな り、「 S」 字状となったもので、 第103図1303、 1308、

1309の ような弥生時代後期の高外に近い。 日唇部と広 く平坦な口縁部には、文様を入れた

ものもら、ら身化る  (1037、 1050、 1051、  1052、  1054、  1063、  1066、  1067、  1068、  1071、  1081)。

また、1065、 1070、 1072は 口縁部に一対の 小孔があ り、 蓋がセットとなったと思われる。

当然のことながら、その日縁部には文様はみられない。

D類、C類の口縁部が外側に向かい鍔状に延びたもの、あるいはその兆しがみえるもの

をD類 とした。1036、 1038～1046、 1054～1059がそれである。このうち、1054の 口縁部上

には文様があるが他にはみられない。1040、 1041、 1045は鍔状の口縁が や や 下 垂する。

1057は 全体の器形を知ることのできる好例である。脚部には文様や透 しはなく、「ハ」の

字状に裾が広が り、外面は外部、脚部とも全面にヘラ磨き調整が施されている。

第92図 1084以下第95図■53ま では高芥の脚部を示 したものであるが、1087、 1088は、A

～D類にあてはまらない別種のものの可能性がある。また、A類には第94図や第95図にあ

るような、三角形透 しを有する脚部がついていたと思われる。
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g.漆塗土器

第96図 と第97図は、 土器の内外面に黒漆が付着 したものを集成 した (カ ラー図版 3)。

これらの多くは壼形土器であ り、高芥や鉢形土器にもみられる。これらを重形土器の分類

にあてはめると、■84～■88は壷形土器B類に、■89～ ■98、 1201は重形土器A類のうち

Ib類 となる。従って■83とよ■84～■88と セット関係にあった蓋であろう。1199～12■ は

底部であるが、皆底部外面まで漆が認められる。1212は鉢形土器であろう。その他の1213

～1217は高外であ り、1215は高外の分類のうちC類の蓋付きの もの に、 1214は D類 とな

る。1216と 1217は 頸部と脚部であるが、これらの中間に球状、もしくは レンズ状の外部が

あったと考えられる高外である。漆は内外面にみられるものと、外面のみにみられるもの

の二種があるが、前者が多い。これらによって漆は蓋付きで無口縁か、短かい口縁の壷に

入れられていたことが知られるが、それは漆の性質とも符合している。但し高界の場合は

別の目的で塗装されたと考えられる。

h.朱塗土器

第104図 1329と 1332は弥生時代中期の朱塗土器である。 1329は 口縁部径36,7C紹 、 胴部径

39.8θπの大形の鉢形土器で、第84図～第87図に示 したそれを含めても、最も装飾性に富ん

でいる。成型 。調整や施文も丁寧である。文様は口縁部上面から胴部外面にかけて施され

ている。 胴部中央に4.502の 幅に施されたクツ状工具による斜格子文のみを朱で塗ってい

る。文様より下方は横方向のヘラ磨き、内面は丁寧なハケロ調整である。1333は、内外面

とも朱が塗られ径13.50紀 の蓋である。 口唇近 くに小孔が穿たれている。

i。 小形土器

第95図■54～■75は 実用には適さない小形の土器を示 した。これらのうち、粗 く仕上げ

られた■54以外は、小形であってもその成型・調整は通常のそれを忠実に守っている。但

し、1160は前期のものである可能性がある。

j.土製品

分銅型土製品 第98図には出土した全ての分銅型土製品を示 した。 6個体ある。1218は

現存部9.5× 5,70初、厚さ0.8θ孵で 6個体中最も丁寧な作 りのものである。焼成も良好で堅く

焼きしまってお り、他の分銅型土製品とは時期や製作場所が異なるものかもしれない。文

様はクシ状工具で描かれている。1219は長さ3.302、 厚さ1,3C能 を残すが元来小形品であっ

たろう。文様はクシ状工具による沈線を列点文で囲むものである。1220は 6個体中最大の

破片で現存部は7.1× 3.6θ紀、 厚さ1.30“ ある。 文様の手法は1219に 同じで、沈線と列点文

である。側面から裏面にむかい小孔が多数貫かれている。1222は現存部3.7× 3.00翻、厚さ
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第27図 弥生土器実測図(7)
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一- 84 -―



:ギ ゴrFゞ ゞ ゞ

ｒ

‐

７９７

第73図 弥生土器実測図 (53)

―- 85 -―



第74図 弥生土器実測図 (54)

―- 86 -―



ШЭOg

鞘
―――

‐
―――

―――‐

――‐

‐‐――

ヤーー‐

鞘

ξ ずS S SSSSSSSS

ゴゴゴゴざSSSSSξ告



812     0                     20cm

第76図 弥生土器実測図(56)
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弥生土器実測図(77)

は1.OCηあるが裏面は景1離 している。 文様は列点文のみで 1219や1220に みられたような沈

線はない。1221は現存部5。 3× 5,00″、 厚さ1.7じηを測る。 文様の手法は1222に 同じで、列

点文のみで表わされている。 1223は、唯―の完成品である。 長さ5,9Cη、図示 した位置で

の上方の幅は4.OCη、中央のくびれ部で2.2θ初、下方で5.5θη、厚さは0.6C2を測る、分銅型

土製品としては小形のものである。文様の手法も貝殻腹縁で刺突がなされ他と異なる。下

方には、1220でみられたような側面から裏面にむかい小孔が貫かれている。最も荒い作 り

で22夕 ある。これらは、いずれも、発掘調査区中央部に検出された清状遺構とその周辺か

ら発見されたものである。県内では、西川津遺跡の下流にあるタテチ ョウ遺跡、松江市竹

矢町布田遺跡、安来市十善遺跡、出雲市矢野遺跡に出土例が知られているが、6個体は一

遺跡としては最多である。文様は、その手法の違いはあるが、いずれも同じ文様が描かれ

ている。

不引土製品 第95図■77～■82に は不明土製品を掲げた。■78は径4.00紀、厚さ2.00阿の

不整形のソロバン玉状の土製品である。中央は凹んでお り貫通 していない。■79は 粗い手

担で、分銅型土製品の一部かもしれない。■80は把手であろう。■81は土器片を再利用 し

たヘラ状のもので全体に磨滅している。 ■82は径4.0× 2.Oo紀、 厚さ2.Oc筋の精円形の上製

恥

20cm

1216
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第98図  弥生土器実測図
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品。■771ま不整形な土器片を再利用 し、その二辺を磨き、刃部を作 り出している。この上

器片は前期の可能性もある。

(2)弥生時代後期の上器

a.甕形土器 第99図 、第100図、第101図1266～1278は弥生時代後期の甕形土器 として分

類 した。全体の器形は1235や1241に代表されるような胴部の長いものと、1275～ 1278の よ

うに胴部の 短いものがある。いずれも、 内面は顕部より下方にヘラ削 りを 施 し、 その後

はハケロ調整やヘラ磨き調整はしないとい う特徴がある。 口縁部から頸部にかけては断面

が「 く」の字状となるもの (第99図、第101図1267～ 1270、 1273～ 1277)と 二重 口縁にな

るもの (第100図、第101図 1266、 1271、 1272)がある。前者の多 くは日縁部が内傾 し、後

者のそれは垂直もしくは外傾するものが多い。いずれも、口縁部外面には多条沈線を施す

が、無文のもの (1267～1274)や波状文もみられる (1266、 1276)。 胴部外面中ほどより

やや上方に、ヘラやクシ状工具による刺突文をめ ぐらすものも多 く (1230、 1234、 1236、

1239、 1238、 1258、 1275)、 それが頸部近 くにある例もある (1252、 1268)。 1276は外面胴

部にクシ描波状文、1275は珍 らしく半円を連続させた文様を施している。

b.壷形土器 第101図 1279～ 1288、 第102図1289～1298は董形土器として分類 した。1284、

1294は甕形土器の口縁部が内傾 し「 く」の字状とするものに対応 し、同様に1282～ 1285は

二重日縁のものに対応すると考えられる壷形土器である。1289、 1290は当地方ではあまり

みかけないものであ り、特に1289と 1290は他地域からの搬入土器の可能性もある。1286は

脚がつ く壷かもしれない。1287は無口縁の壼。1288は壷形土器の ミニチュア土 器 と考 え

アこ。

C.鉢形土器 第102図 1300は 口縁径14.002の小形の鉢形土器である。 内面は全体にヘラ

肖」りを施している。

d.高外 第103図 1303～ 1320に高必を図示 した。外部の形態は大別 して二種ある。1303、

1308、 1399は弥生時代中期の高芥として分類 した第92図 1082、 1083の 系 統 上 にあるもの

と、1304～1307は二重日縁を有するものの二種である。このうち1309は 内外面に丁寧な放

射状のヘラ磨きが観察される。

e.器台形土器 第 103図 1321～ 1325は器台形土器で、 二重口縁の董や甕に共通 した1321

～1323と 、そ うでない1324、 1325がある。前二者は鼓形器台である。このうち1323は最大

径約320解 を測る大形のものである。

f.低脚外 第103図1326～ 1328は低脚芥として分類 した。このうち、1327は、高外1303、

1307、 1308の 一群のものに対応するものと思われる。
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20cm

第104図 漆塗 り土器実測図

g.朱 塗土器 第104図 1330～ 1332、 1334～1386は朱塗土器である。 1336が 鼓形器台であ

る以外は、いずれ も高外 と考え られ る。

h。 その他 第102図 1301、 1302は把手。

註1 小田富士雄氏の御教示による。

2 島根・鳥取両県境の境水道に出土例がある。

3 柳浦俊一『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書H』 島根県教育委員会 昭和62年

3月

4 足立克己「布田遺跡」『目道9号線ノミイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 (Ⅳ)』 島根県教育

委員会 昭和58年 3月

5 山本 清「山陰」『新版考古学講座上』 昭和44年10月

6 東森市良他『出雲・上塩治地域を中心とする埋蔵文化財調査報告』島根県教育委員会 昭和55年 3月

Ｏ

ｌ

1334

1332
1330



挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

21-― 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

甕

″

″

″

″

″

口径32

″ 32

″ 32

ク 24

″ 22

″ 28 刻 目突帯

″ 28 多条沈線

″ 28    //

″ 23

″ 13

″ 21

″ 27

″ 25

″ 14 波状文

″ 20 刺突文

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥 。後

1757

1865

945

1377

692

1034

1905

1169

1273

1260

1400

1342

1386

1622

1724

24-46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

憂

　

″

口径20 刺突文

// 30    ″

// 27

″ 34

″ 16

″ 25

″ 19

″ 20

″ 20

″ 19

″ 18

″ 31

// 24

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 後

弥・ 中

弥・中

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥 。中

勤i・ 吋I

弥・中

弥中 。S K01

269

768

1363

115

68

374

925

942

689

67

780

785

25--59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

″ 31

″ 25

″ 23

ク 20

″ 20

″ 19

″ 19

″ 22

″ 23

″ 18

″ 19

″ 19

″ 19 刺突文

″ 20

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥中・ 貝層A

弥・中

弥 …Ⅲ

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

105

411

413

1

121

27

164

78

1065

104

858

1422

306

742

22-16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

23

29

30

31

32

餌阿文

口径12

″ 18 刺突文

″ 15 器高22

刺突文

口径15

″ 25

″ 21 刺突文

″ 18 刺突文

″ 33

″ 15

″ 16

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 後

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。後

古 前

弥 …Ⅲ

1090

1303

817

1699

1085

1234

1332

50

355

1461

214

ll139

1821

1108

1380

1694

929

26--73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

″ 20

″ 18

″ 18

″ 28

″ 16

″ 18

″ 17

″ 17

″ 18

″ 17

″ 17

″ 16

″ 17

″ 18

/7 18

弥中・ 貝層A

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥・ 中

弥中・ 貝層A

弥・ 中

弥 ,中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

250

308

829

216

168

420

392

1464

741

116

1466

118

1474

398

1071

23--33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

// 22

″ 27

″ 23

″ 19 刺突文

″ 20

″ 18

″ 20 刺突文

″ 29

// 24

″ 20

ク 24

″ 22 刺突文

// 21

弥中・ S K01

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

1255

955

731

208

781

232

1480

57

369

404

1116

960

739

27--88

89

90

″ 20 刺突文

″ 16

″ 19

弥 。中

弥 。中

歌お o日 園R

1882

1487

表 1弥 生 土 器 一 覧 表 (1)
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表2弥 生 土 器 一 覧 表 (2)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 偽K言

91

92

93

94

95

96

97

98

99

lClll

101

102

103

104

105

106

107

口径21

″ 21

ク 18

″ 14 刺突文

″ 14

// 15

″ 16

″ 15

// 19

″ 14

″ 16 刺突文

// 15

// 15

″ 15

″ 16

″ 16

″ 21

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。後

弥 。中

ltX17

1153

1646

24

931

96

402

978

255

69

865

1088

162

293

953

1081

661

３６

８７

３８

３９

０

４‐

¢

４３

菊貿

″

″

″

″

口径12

″ 15

″ 12

″ 22

″ 20

″ 20

″ 17

″ 18

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 後

弥 。中

弥 。後

弥・後

1395

244

1822

376

1369

172

292

362

30-- 144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

″ 24

″ 19

″ 22

″ 18 刺突文

// 20

″ 19

″ 20

″ 29

// 25

″ 26

″ 28

″ 21

″ 21

″ 22

// 20

弥中・ 貝層A

弥・ 中

弥・ 中

弥中・ 貝層

弥 。中

弥・後

弥・ 中

弥・中

弥・中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥・後

弥・ 中

弥中・ 貝層B

弥・ 中

276

1671

1251

1049

184

1626

1522

81

423

254

ll192

1393

1451

1494

28- 108

[09

[10

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

// 27

ク 24

″ 23

″ 21 刺突文

″ 21

// 24

″ 22

″ 21

″ 26

″ 24

36

16

14

刺突文 弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 後

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥中・ 貝層A

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

1600

75

282

1018

1887

697

1520

1378

153

838

71

231

1155

31-- 159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

″ 28

″ 13

″ 27

// 23

// 20

//21

″ 20 刺突文

// 20    ″

// 20

″ 17

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥中・ 貝層A

788

114

225

54

1868

161

1074

274

165

288

29- 121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

″ 18 刺突文

″ 16

″ 12

″ 18

/7 17

″ 15

″ 15

″ 17

″ 16

″ 16

″ 18

″ 14

″ 15 刺突文

ク 19

″ 20

弥・ 中

弥・後

弥・中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

952

1009

1310

1016

1026

1024

273

832

419

122

275

76

112

954

32-169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

刺突文

口ぞ第0

″ 13

″ 16

// 15

// 20

″ 22

″ 16

// 19

// 27

// 22

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥中 。貝層A

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

歌 ・ ■

723

108

430

1429

152

23

394

1075

70

410
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表 3弥 生 土 器 一 覧 表 (3)

挿図番号 器 形 法 量・ 特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

33-- 181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

1"

194

甕 口径20

″ 20

口径21

″ 16

″ 21

ク 22

″ 21

″ 19

″ 20 刺突文

″ 21

// 22

″ 19

刺突文

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

346

401

32

1384

1863

36

220

712

677

1083

928

111

1197

226 幕 口径16 弥 。中

36-- 227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

″ 16 日唇刻 目

// 20    ″

″ 11     ″

// 19   ″

″ 18    ″

″ 13 刺突文

″ 21 口唇刻 日

ク 26    ″

// 18    ″

″ 19    //

″ 16    //

″ 15 刺突文

ク 19 刺突文

// 24    ″

″ 22 日唇刻 目

″ 23 ″

″ 27    //

// 22    ク

弥 。中

弥中・ 貝層B

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥中・ 貝層B

弥中・ 貝層

弥 ,中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

77

1506

1040

808

868

1939

671

1008

177

1506

1045

307

259

74

187

1825

1243

417

34-195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

口径17

″ 16

″ 17

″ 17

″ 19

″ 17

″ 19

″ 18

// 12

// 16

″ 30

″ 19

// 17

″ 28 刺突文

″ 18

″ 18

// 17

// 22

″ 24

弥・ 中

弥・中

弥・ 中

弥中・ 貝層A

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層B

弥・ 中

弥・後

92

437

759

156

6

95

79

169

888

41

llX11

213

815

382

783

89

1490

408

296

37-245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

″ 14 刺突文

″ 23

″ 19

″ 27 刺突文

″ 23

// 24

// 23

// 23

″ 22

// 18

″ 21

″ 16

// 19

// 19

″ 18

″ 16

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥中 。S D01

弥・ 中

弥・後

135+159

834

1575

941

206

175

158

1186

1331

55

289

1032

1207

862

170

1315
35-- 214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

// 28

″ 27

″ 22

″ 22 刺突文

// 25

″ 20

″ 24 刺突文

″ 22

″ 16

″ 17 刺突文

″ 18

弥中・ S K01

弥・後

弥・中

弥・中

弥 ,中

弥 。後

弥 。中

弥 。後

弥・ 中

弥 ,中

弥中・ 貝層A

735

330

237

284

1778

1362

1812

320

1587

242

173

38-- 261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

″ 15

// 16

″ 14

″ 18

// 14

″ 16

// 15

// 17

″ 16

// 17

口唇沈線 弥・ 中

弥 。中

弥 。後

弥・中

弥 。中

弥 。後

弥・ 中

弥 。後

弥 。中

1423

1000

1070

912

1067

8613

98

200

1361
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表 4弥 生 土 器 一 覧 表 (4)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 RK言 挿図番号 器 形 法 量・ 特 徴 出 土 層
備  考
(NKY)

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

甕 口径17 口唇沈線

″ 27    //

″ 18    ″

″ 10   //

″ 23    ″

″‐16 刺突文

″ 16 口唇沈線

″ 18    ク

″ 15    ″

″ 17    ″

″ 29    //

弥・中

弥・ 中

弥・中

弥・中

弥・中

弥 。中

弥 。後

弥 。後

弥・後

弥 。中

1959

1149

166

1601

1021

60

1418

1285

1239

1224

1257

41-- 316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

甕 口径27 口唇刻 目

″ 27    ″

// 19    ″

″ 18    ″

″ 24    ″

// 15    ″

″ 15    ″

″ 22  ″

″ 14    //

″ 14    ″

″ 25    ″

″ 19    ″

″ 21    ″

″ 24    ″

″ 17 刺突文

″ 18 日唇刻 目

″ 17    ″

″ 19    ″

弥・後

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・中

弥・中

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥中・ S Z 017

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥 。中

333

298

1374

1192

248

1110

1072

5

1427

1325

229

1666

1877

784

1596

968

1786

1424

39-- 282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

″ 25 口唇沈線

″ 24    ″

″ 23    ″

ク 17    //

// 16    ″

″ 18    ″

″ 19    ″

″ 21  ″

// 18    ″

// 15    ″

″ 16    ″

″ 13    ″

″ 15    //

″ 19    //

″ 20    //

″ 20    ″

弥・ 中

弥・ 中

弥・中

弥・ 中

弥・後

弥 。中

弥・中

弥 。中

弥・後

弥・ 後

弥・ 後

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

283

799

1597

128

1307

1435

1249

1327

350

1388

1399

1562

702

1264

1988

ll133

42-334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

底部径 6 底穿子と

″ 6  ″

″   6    ″

″   6    ″

″   6    ″

″   5    ″

//   6    ″

″   8    ″

//   5    ″

″ 6  ″

″ 5  ″

″ 5  ″

弥・ 中

弥・ 後

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥 。中

弥 。後

弥 。中

弥 。後

弥・ 中

669

30

375

218

85

14

1219

839

1706

1364

357

1962

4卜 298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

″ 13

// 19

″ 18 口唇沈線

″ 13 刺突文

″ 19 口唇沈線

ク 18    //

// 16    ″

// 16    ク

″ 12    ″

″ 19    ″

″ 14    //

″ 14    ″

″ 14    ″

″ 18    ″

″ 27 口唇刻 目

//26 ″

″ 15    ″

// 23    ″

弥・中

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥後・ 貝層E

弥後・ 貝層E

弥・後

弥・後

弥 。中

弥 ・ 後

ll187

1163

391

1927

1390

1774

1653

867

1241

1410

1261

1303

1565

1569

322

326

1788

318

得-3守

348

349

350

351

352

353

854

355

356

357

358

359

″ 7

″ 5

″   6

″   5

″   6

底部径 7

″ 6

″ 6

″ 5

″ 6

″ 7

″ 7

弥・ 中

弥・ 後

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

1947

1299

1618

18

1892

962

1584

19

337

1232

359

1796

1791

129
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表 5弥 生 土 器 一 覧 表 (5)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 1出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

３６‐
乾

３６３
翻

３６５
鯛

３６７
鶴
鯛
拗

３７‐
詑

３７３
躍

箭
箭
３７７
路
３７９
３８０
３８‐
盟

底部径 8

″ 6

″ 7

″ 6

″ 6

″ 6 は穿孔

ク 6

″ 6

″ 7

″ 5

″ 7

″ 7

底部径 9

ク 6

″ 7

ク 8

″ 8

″  10

底部径 7

弥・ 中

弥 。後

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥中 。S Z 016

箭

３２０
腑
３３８
６６８
朗
細

Ｖ
酬

新
型
３３９

８６６
９４０
盟
靱
切

９０‐
９２９

鯛
親

９０６

45-406

407

408

409

410

豆 口径19 顕部突帯

//28 /7

// 24    ″

″ 24    ″

″ 18    ″

弥・中

弥・後

弥 。中

弥・中

弥・中

45

1340

46

795

961

46-- 411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

″ 25 頸部突帯

ク 28  ″

″ 22    ″

″ 25    ″

″ 24    //

″ 19    ″

//21  //

// 17    ″

// 20    ″

// 21    ″

″ 19    //

″ 24    ″

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 後

弥・ 後

弥中・ S Z014

弥 。後

弥・ 後

弥 。中

弥 。中

弥・後

1516

7C19

253

1397

1624

1921

1381

1349

1076

1004

717

1371

47-- 423

424

425

426

427

428

429

ク 33 頸部突帯

″ 24    ″

″ 21    ″

″ 26  ″

ク 20    ″

″ 21    ″

″ 19    ″

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

31+198

1949

1881

1481

97

43

1915

44-383

384

385

386

387

388

389

890

391

392

393

394

395

一霊
　
　
″ 口径17

// 16

// 17

″ 31 頸部突帯

// 27    //

″ 19    ″

″ 32    ″

// 32    //

// 28    //

// 18    ″

// 18    //

″ 18    ″

弥・後

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

96

1735

1392

1814

1831

1902

332

4

1385

1183

90

1208

667

48-- 430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

448

444

″ 22 頸部突帯

″ 26    ″

// 22    //

″ 22    ″

″ 21  ″

″ 19    ″

// 21    ″

// 19    ″

″ 20    ″

// 25    ″

底部径 6 底穿孔

″ 8

″ 8

″ 7

″ 5

弥中・ 貝層B

弥 。中

弥 。後

弥 。中

弥 。中

弥・ 後

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥中・ 貝層

_弥 。中

弥中・ 貝層A

弥・後

1514

1134

1321

1425

263

(58+3)

1221

725

1573

1954

1707

665

1060

776

180

1318

45-- 396

397

398

399

41111

401

402

403

404

405

″ 24 頸部突帯

″ 21  ″

″ 17    ″

″ 24    //

″ 22    //

// 21    //

″ 25  ″

// 26    ″

″ 33    ″

// 18    ″

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・ 後

弥・中

弥 。中

弥 。中

797

329

73

370

72

341

1878

1456

1421

49-- 446

447

448

449

口径28 頸部突帯

″ 26    //

″ 33 貼付文

″ 80 日唇刻 目

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

51

1404

1426

895
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表 6弥 生 土 器 一 覧 表 (6)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器 形 法 量・特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

49-- 451

452

453

454

455

456

457

458

459

一霊
　
　
″

口径27 口唇刻 目

″ 28    ″

″ 30 貼付文

″ 34    ″

格子文

波状沈線文

渦巻状貼付文

斜格子文

弥・ 中

弥・後

弥・ 後

弥・中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥・ 中

1473

1635

1182

1645

1294

65

124

1705

703

51-496

497

498

499

500

口径 9

″ 12 日唇刻 目

″ 11

// 10

″ 14 口唇沈線

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

816

1006

1462

1560

1598

52-501

502

503

504

505

則

507

508

5119

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

// 11

″ 16 口唇刻 目

ク 15    ″

″ 13    //

// 18    ″

// 16

″ 24 斜格子文

″ 19 口唇刻 目

″ 14    ″

″ 21    ″

″ 15 日唇沈線

″ 29 綾杉文

″ 28 口唇刻 目

″ 17    ″

″ 18    //

″ 19    ″

″ 20 顕部突帯

″ 40    ″

″ 25  //

弥・ 中

弥中・ 貝層

弥中・ 貝層B

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥中 。S K01

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

314

1046

1507

256

1324

412

720

34

323

729

710

1537

760

132

662

937

948

1729

1019

50-- 460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

口径12 口唇沈線

″ 16    ″

″ 14 貼付文

″ 9 口唇沈線

ク 16 斜格子文

″ 13 口唇沈線

″ 17    ″

″ 21    ″

″ 25    ″

″ 17 頸部突帯

// 16    ″

//26 //

″ 21    ″

″ 16 口唇亥」目

″ 17    ″

″ 20    ″

″ 21 貼付文

″ H 口唇刻 目

″ 18 頸部突帯

″ 18    ″

″ 26    ″

弥・ 後

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥・ 後

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。後

弥・ 中

1218

1259

827

1270

1430

345

1434

1419

12“

1623

1237

1952

1639

ll136

1484

1335

698

1604

1403

1156

699

53-- 520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

″ 15 刺突文

″ 15

// 15

″ 20

″ 12

″ 12

″ 15

″ 15

″ 18

″ 14

″ 25

″ 18

″ 15

″ 16

″ 21 刺突文

″ 16

口唇刻 目

口径28 頸部突帯

″ 24 斜格子文

″ 21 日唇刻 目

″ a4 回属yt練

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

古 前

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

904

163

1309

1005

251

266

766

366

756

183

1077

133

189

221

1680

1817

1305

1292

999

51-- 481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

193

494

″ 9 頸部穿孔

″ 10    //

″ 12 沈線文

″ 16 斜格子文

″ 29    ″

″ 22 口唇刻 目

″ 21    ″

″ 17    ″

″ 21 斜格子文

″ 14

″ 11

ク 12 刺突文

″ 12    ″

//  9

″ 10 口唐亥I目

弥 。中

弥中 。貝層A

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥・ 中

80

1856

287

1720

1582

1274

1054

1066

1784+178〔

1383

1104

1897

19113

361
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表 7弥 生 土 器 一 覧 表 (7)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番 号 器  形 法 量・ 特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

54-― 541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

一電 口径10 器高29

// 12

″ 11 刺突文

// 16    ″

″ 16

″ 18

″ 16

口径18

″ 14

″ 15 刺突文

// 17

″ 17

″ 24

″ 18

弥 。中

弥・ 後

弥 。後

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・中

1346

1401

1740

1862

696

1448

281

1301

1792

1829

279

290

1073

117

56-- 586 口径 19 日唇刻 目 弥・ 中

57-- 587

588

589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

28 口唇沈線

16    ″

口径33 口唇沈線

// 26    ″

// 21    ″

″ 22    ″

// 29    //

// 30    ″

″ 27    //

// 26    ″

″ 18 頸部突帯

弥 ,中

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・中

弥 引 】

弥・ 中

弥・ 中

弥中 。S D01

弥・ 中

”

６３２

６０６

２７６

甥

８２５

５２９

７７２

‐７９

４３８

８６３

４４５

58-― 599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

″ 50 刻 目突帯

″ 44    ″

″ 32    ク

″ 36 斜格子文

″ 7  ″

// 34    ″

″ 28 波状沈線

″ 30 斜格子文

// 30    ″

″ 28    ″

″ 32 口唇亥J目

″ 26    //

″ 26 斜格子文

弥・中

弥・ 中

弥・中

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥・中

弥 。中

弥・中

弥 ,中

弥・ 中

971+716
キ167

1873

823

1171

1041

1203

1968

1633

791

1650

1428

1437

1592

55-- 556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

″ 17 斜格子文

″ 16    ″

″ 13 刻 目突帯

ク 23    ″

″ 30    //

″ 19    ″

″ 19    //

″ 25    ″

″ 23    ″

″ 14 貼付文

″ 16    ク

″ 31 突帯

″ 23   ″

ク 14 刻 目突帯

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・後

弥中 。貝層B

弥 。中

弥・後

弥・後

弥 。中

弥・中

弥 。中

弥・ 後

弥・中

1961

847

1486

1245

1501

1159

1809

39

1571

1654

119

53

368

240

59-― 612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

″ 16

″ 17

″ 11 器高16

″ 16

″ 19

″ 22 顕部突帯

// 17    ″

″ 21    ″

″ 23    ″

// 22    ″

″ 26 口唇沈線

″ 24    ク

″ 23    ″

// 32    ″

″ 17    ″

// 23    //

″ 34    ″

弥中・貝層A

弥中・貝層A

弥・中

弥・中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・中

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥・中

弥 。後

弥・後

155

280

1787

303

400

246

694+771

695

1741

1576

855

351

1477

915

1038

1391

342

56-- 570

571

572

573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

584

″ 24 頸部突帯

″ 20 亥」目突帯

″ 24    //

// 18    //

″ 16    ″

// 12    ″

″ 16 斜格子文

″ 24 内面沈線

″ 23 斜格子文

″ 22 口唇沈線

// 27    ″

″ 26 口唇刻 目

″ 29 日唇沈線

″ 26 刻 目突帯

″ 34 口唇沈線

// 29    ″

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・ 後

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・中

弥・中

弥 。中

古 。前

1526

265+25

235

1593

1956

120

1356

1228

826

794

1184

1799

1820

1524

1629

1542

60-- 629

630

36

29 斜 llFf子 寸

弥・ 後

殊 ・ 中
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表 8弥 生 土 器 ― 覧 表 (8)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出  土  層

備  考
(NKY)

60-- 631

632

633

634

635

636

637

638

639

640

641

642

643

644

645

豆 口径27

″ 16 顕部穿孔

口径34

″ 28 斜格子文

″ 29

″ 35

″ 20

″ 25 斜格子文

// 23    ″

″ 18  ″

″ 26    //

２８

　

”

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥中 。貝層A

弥・ 後

弥・ 中

弥・ 中

396

1945

675

1357

21

1472

1352

1229

1172

802

228

1354

403

82

62-- 676

677

678

679

680

681

口径32 斜格子文

// 28    ″

″ 23    ″

// 32    ″

// 22    ″

// 31    ″

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥 ,中

1141

1358

212

91

1483

63-683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

694

695

″ 32 斜格子文

″ 27    ″

// 30    ″

″ 29 ″

″ 29    ″

″ 26  ″

″ 32    ″

// 23    ″

″ 23  ″

″ 23  ″

″ 27

″ 23 斜格子文

// 27    ″

弥・中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 `後

弥・ 中

425

268

102

397

243

1871

1511

219

748

134

705

1366

44

61-646

647

648

649

650

651

652

653

654

655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

″ 17

″ 24 斜格子文

″ 22    ″

″ 21 山形沈線

″ 20

″ 20

ク 28 頸部突帯

″ 28

″ 16

″ 18

″ 15

″ 26

″ 22 斜格子文

″ 22

″ 19

″ 16

″ 21

日径24

″ 38

// 20

″ 14 頸部突帯

″ 14

弥・ 中

弥 。中

弥中・ 貝層B

弥 。中

弥中・ S K01

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥中・ 貝層

弥・中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥 。中

245

934

1503

1884

730

977

110

773

211

37

260

1459

1047

1267

857

1453

1003

252

663

1227

241

770

64-- 696

697

698

699

700

701

″ 48 突帯文

″ 29

″ 20

ク 21

″ 30

″ 29

弥中 。S Z 014

弥中・ 貝層B

弥・ 中

弥・後

弥・中

弥 。中

584

1492

774

1747

1195

762

租

７０４

７０５

７０６

Ｖ

組

７０９

７‐０

７‐‐

７‐２

７．３

７‐４

７．５

７‐６

７．７

７‐８

７．９

一“ // 23

″ 25

″ 29

// 24

″ 28 突帯文

// 21

// 26

″ 28

″ 24

″ 27

ク 20

// 29

″ 21

// 15

″ 21

″ 22

″ 17

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。後

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

389

381

727

9

1976

354

22

1960

264

305

348

1719

1350

347

1080

1044

1683

62-669

670

671

672

673

674

675

″ 21 斜格子文

″ 24    ″

″ 22    ″

//25  ″

// 30    ″

″ 21 ″

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥中・ 貝層A

歌 中 o目 層 R

93

723

87

943

726

222

261
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弥 生 土 器 一 覧 表 (9)

出土層 1儡 K言

353

317

1790

1609

1467

1225

714

1893

弥 。中

弥 。中

弥・中

顕部押捺突帯

70-7691  ″  1 波状多条沈線   1 弥中・貝層A

7701  ″  |   ″      1  弥・ 中

″  1 波状多条沈線文  1  弥・後   1 1675

″  |    ″    1  弥 。中  1 1475

夕  |    ″    1  弥・ 中  1 1084

″  |   ″    1 弥・ 中  1 106

″  |    ″     1  弥 。中  1 1979

″  1 底部径11     1  弥 。中  1 1444
″ | ″ 17    1  弥・後  11226

ク | ″ 31    1 弥・中  1787+674

″  | ″ 37     1  弥・ 中   I H96

″ | ″ 45    1  弥・ 中  11607

″  | ″ 26     1  弥 。中   11768

″  | ″ 23 貼付文  1  弥 。中  1 1846

″ | ″ 24    1  弥・ 後  1 29

″  | ″ 21     1  弥 。中   187Ⅲ 872

″ | ″ 22    1  弥・中  1 711

67-- 732

733

734

735

736

737

738

739

740

741

1840

1122

1823

1330

1485

1631

1174

191

1061

300

949

1772

424

800

1191

72-- 779

780

781

782

783

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

多条沈線

沈線文・貼付文

頸部刻 目突帯

斜格子条痕

斜格子文

波状文

綾杉文

綾杉文・刺突文

条痕文・

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥・中

弥・中

弥・中

弥・ 中

弥・中

弥中・貝層

弥中・貝層A

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・後

68-- 742

743

744

745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

″14 嵩急円文
y/ 27

″ 17

// 19

″ 29

//13請
需 子L

// 11  ″  22

ク 17

″ 19

″ 30 押捺突帯

″ 26

″ 15

″ 18

″ 20

″ 26

弥・中  11951

弥・中  11180

弥・ 中  1 393

弥 。中  1 721

弥 。中   1 722

弥 。中  1 352

弥 。中  1 380

弥 。中  1 1835

弥 。中  1 939

弥・後  1 1387

弥・中  1 1685

弥・ 中   1 64

弥・ 中  1 670

弥中・ SD01 1 865
弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・中

1978

1900

1975

33

綾杉多条沈線文

斜格子多条沈線文

弥・ 中

弥・中

弥・ 後

弥・ 中

弥・ 中

331

785+

1805

1667

421

1730

1224

斜格子多条沈線文

半同心円文

刺突文

刺突文

刺突文、沈線

69--757

758

759

760

761

762

763

764

765

頸部多条突帯

頸部多条突帯

頸部多条刻 目突帯

弥・中

弥中
′
S Z 017

弥・後

弥・後

弥中・貝層

弥 。中

弥・後

372

1676

1665

1669

1“8

301

414

1769

1644
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表10弥 生 土 器 一 覧 表 (10)

//  10

″   6

″   8

″   8

//   7

″   5

//   6

″   6

″   7

//   5

″   6

″   7

″   8

//  12

″   6

″  11

″   8

//   6

″   6

″   6

弥中 。貝層A 1 181

77-813

814

815

816

817

818

819

820

321

822

823

″ 11 刺突文

″ 7

″ 6

″ 7

″ 8

//  20

//   6

″   7

″   6

″   5

7許

騒:| タ
8261   ″

:猛 ;

:霊 ケ
83ユ |   ク

選:ケ
8841    ク

底部径13

″ 7

″  10

//   7

″   7

″   7

//  18

″  9

″  9

″  14

″   6 ″ 9

″ 7

″ 8

″ 7

″ 7

″   8

″   6

″   7

″   8

″   7

″   7

″   5

″   6

//  10

″   7

″   5

″   9

//   5

″  10

″   6

//   7

弥・ 後  11311

弥中 。SK01 1 733

弥 。中  l ll13tl

弥 。中  1 778

弥 。後  1 56

弥 。中  1 849

弥・ 後  1 1605

弥・ 中  1 7守

弥 。中  11277

弥・ 中  1 1328

弥・ 中  1 247

弥 。中  1 35

弥・後  1 1202

弥 。中  11864

弥 。後  11382

弥 。中  11282

弥・中  11279

弥・後  11296

弥・ 後  1 1314

弥・ 中  1 746

弥・ 中  1 944

弥 。中  1 1254

79-835

836

887

838

839

840

841

842

843

844

845

846

847

848

849

850

851

852

853

854

″ 7

″   8

″   5

″   6

″   7

″   8

″   7

″   8

″   6

//   7

//   6

″  10

″   8

″   9

//  13

//   9

″   9

//   7

″   7

″  10
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表11弥 生 土 器 ― 覧 表 (11)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 偽K言 挿図番号 器 形 法 量・特 徴 出 土 層 偽K言

82-901

902

903

904

905

906

907

908

909

910

911

912

913

914

915

916

917

底部径 7

″  12

//  11

//   8

″   8

″   8

″   9

//   6

″   6

″   6

″  12

″   7

″   6

″   6

″  10

″   6

″   6

弥 。中

弥・ 中

弥・後

弥 。後

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥・ 中

弥・後

1813

1326

790

339

1343

257

194

364

1365

40

371

343

2t13

745

1107

360

1297

84-946

947

948

949

950

951

952

953

954

955

956

957

958

959

960

961

甕 or菱

壼

底部径136 14

口径 7

″ 8

″ 10 器高14

底部径50

日径11 口縁穿孔

″ 10

″ 14 頸部穿孔

″ 13

//  9

″ 10

″ H 口縁穿孔

// 12    ″

″ 19

″  9

″ 22

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥中・ A tt B

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

930

1997

1580

272

1803

1499

1717

1969

1928

1748

1879

1265

1586

1839

1896

946

85-962

963

964

965

966

967

968

969

970

971

972

973

974

975

976

977

978

979

980

981

982

983

984

985

986

″ 11 刺突文

″ 14

″ 19

″  7

″ 10 口縁穿孔

″ 8

″ 10 日縁穿孔

″ 14

″ 26

″ 14

″ 18

″ 10

″ 18

// 17

″ 14

″ 19

″ 15

ク 17

// 17

″  9

″ 18 刺突文

″ 20    ″

// 25

ク 22

″ 26

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥中 。S K01

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

1833

11B2

1808

256

804

1152

1250

1160

ll196

967

737

603

1064

684

959

226

1561

238

1615

98

278

7

224

853

83-918

919

920

921

922

923

924

925

926

927

928

929

930

931

932

983

934

935

986

937

938

939

940

甕 。イ重 ″ 9

″  12

″   7

″  12

″   9

″   7

″  12

″   8

″   7

″   8

″   6

″   9

//  10

″   6

″   7

″   6

″   5

//   6

″   6

″   5

ク   4

″   6

//   3

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。後

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。後

弥・ 中

弥・後

弥 。中

中弥

後弥

15

83

17

1611

1804

16

1351

1094

84

1344

1317

1347

1436

822

62

11

1194

48

101

1053

1312

1042

1714

84-- 941

942

943

944

045

//  16

″   8

″   5

″   9

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥・ 中

歌 .H3

186

830

2

373

86-- 987

988

989

990

鉢 ″ 38

″ 14 沈線

″ 22

″20 星縁野

弥・後

弥中 。S K01

弥・後

657

1932

734

1770
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表12弥 生 土 器 一 覧 表 (12)

挿図番号 器  形 法 量 。特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量 。特 徴 出 土 層

備  考
(NKY)

86-991

992

993

994

995

996

997

998

999

1000

1∞1

1002

lt103

鉢 口径18

″ 28

″ 12 日縁穿子と

″ 16

″ 15

″ 18

″ 17

// 16

″ 30

″ 11 口縁穿孔

″ 14

″ 19 刺突文

″ 22

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥・中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・後

弥 。後

弥・ 中

弥中・ 貝層A

弥 。中

8

1538

1458

1鶴4

311

223

1904

1591

1664

385

1188

154

828

89-1036

lt137

1038

1039

1040

1041

1042

1043

1044

1045

1046

1047

1048

1049

1050

1051

高 芥 口径12

″ 33貼 付文

″ 15

″ 24

″ 10

″ 16

″ 15

″ 23 頸部穿孔

// 18

// 28

日径19

″ 17

″ 24

ク 39 貼付文

″ 35    ″

弥・ 中

弥・ 中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

1089

1020

1806

291

1578

1894

1059

192

217

1794

1078

809

236

1420

1670

1455

87-1004

llX15

ltlt16

1007

1008

10119

1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016

1017

″ 18

″ 19

″ 18

″ 19

″ 21

″ 21

″ 22

口径23

″ 24

″ 27

″ 25

″ 18

″ 18

弥・ 中

弥 。中

弥 。後

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

中弥 1710

986

1025

167

1010

1231

1704

1880

234

724A

713

1471

171

90-1052

ll153

1054

1055

1056

1057

1058

1059

1“0

lKj61

1062

1“3

″ 31

″ 28

″ 20

″ 30

″ 21

″ 22 器高20

// 24

″ 24

″ 16

″ 13

″ 22

″ 38 貼付文

″ 33

弥中 。S Z 014

弥・ 中

弥 。後

弥・後

弥・ 後

弥中・ 貝層A

弥中・ 貝層A

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥 。後

1944

1777

969

779

1359

1167

176

178

1642

126

1781

163688 1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

ll126

1027

1028

1029

ll180

ll131

1032

″ 18

// 27

// 34

″ 24

″ 16

″ 23

″ 28

// 21

″ 21

// 18

″ 24

//21

″ 27

// 24

″ 18

器高26

弥 。後

弥・ 中

弥・ 中

弥 。後

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥・ 中

弥・後

弥・ 中

911

103

1974

1012

387

913

859

267

818

1217

149

957

ll128

1684

1836

91-1065

1066

1“7

1068

1069

1070

ll171

1072

1073

1074

1075

1076

″ 32 日縁穿孔

″ 30

// 32

// 34

″ 22

″ 29

″ 26 貼付文

″ 24

″ 24

″ 26

″ 35

// 25

弥・ 中

弥中・ S Z 017

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。後

弥・後

718

1672

1442

1972

1258

174

295

1482

182

1405

1798

1548

92-1077

1078

1079

1080

// 34

″ 32

″ 24

″ 23

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

珠 ,そな

1886

1447

1269

1304

89-ll133

1034

lαコら

高 芥 ″ 22

// 24

″ 81

弥・後

弥 。中

1655

358
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表13弥 生 土 器 一 覧 表 (13)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY) 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 上 層

備  考
(NKY)

０８‐
曖
蝦
囲

哨
晒

蝦
阻

四
硼
硼

聰
明
阻
甑

碗

財
碗

高 杯 口径18

″ 25

// 28

底部径 9.2

// 13.0

″ 10.8

底部径104

//  72

底部径18.0

弥・後

弥・後

弥 。後

弥 。中

弥・中

弥・中

弥・中

弥・後

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥・後

1551

1674

1745

1889

1827

1527

1860

1517

1771

1955

1130

1336

299

1810

131

1457

49

1348

94-― 126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

高 不 賤部径132

″ 144

″ 13.8

″ 144

″ 13,4

″ 13.0

底部径14.4 透 し

″ 140 透 し

″ 11.0 透 し

方形透 し

方形透 し

方形透 し

底部径 96 透 し

″ 13.0透 し

弥・中

弥・後

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥・「
11

弥・中

弥・後

弥中・ 貝層B

弥・中

弥 ,III

弥中・ 貝層B

弥・ 後

弥・中

388

1941

1031

1736

59

390

973

1558

1491

13

1690

1450

1498

1712

824

95-―・４Ｘ

Ｗ

‐４３

‐４４

・４５

‐４６

‐４７

‐４８

‐４９

‐５。

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

骸

∝

６４

６５

“

６７

６８

ω

７０

小型土器

″ 17.6 透 し

″ 120 透 し

ク 124 透 し

″ 114

底部径104

″ 156

// 190

″ 178

//  96

″ 160

″ 128

″ 136

口 径 9

″ 11

″  14

底部径 32

口 径 7

″ 6

″ 6

″ 6

口 径 3

″ 7

″ n 器高10

底部径 40

″  38

″  26

″  32

″ 2.0器高 1

弥中 。S Z16

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥・後

弥・ 後

弥・後

弥 ,中

弥・ 中

弥・後

弥・ 後

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥中 。S Z16

弥・後

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥 。中

弥・ 後

弥・中

弥・後

1910

1973

1898

1682

1525

1177

1643

1964

1341

1027

1244

1937

1441

123

1602

1687

1908

1657

1353

852

1271

1963

1105

1888

310

1841

876

1256

920

970

93- 099

1llXl

l101

1102

1103

1104

1105

(106

1107

1108

1109

tl10

1111

1112

1113

1114

1115

1116

117

118

底部径148

ク 148

″ 124

″ 152

″ 156

″ 140

″ 154

″ 14,6

// 10.6

″ 124

″ 132

// 14,2

″  14 8

″ 164

″ 100

″ 168

弥・中

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥中・ S Z 015

弥・ 中

弥 。中

弥・中

弥・ 中

弥 。後

弥中・ 貝層A

弥 。後

弥・ 中

弥・後

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

66

405

1789

407

1579

1919

1023

1985

1433

724B

12

230

1535

1648

312

1876

356

415

1931

1843

94-― : 119

120

121

122

123

124

132

144

144

160

128

14.2

152

弥 。中

弥中・ 貝層A

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

珠 。中

325

210

324

1029

113

125

109

―-130-



表14弥 生 土 器 一 覧 表 (14)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 偽K言 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY)

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

[81

182

小形土器

不明土製聞

底部径 32

″ 2.8器高 4

″  24

″  36

″  20

口 径16

弥・後

弥・後

弥・中

弥 。中

弥 。中

弥 。中

弥中・ 貝層B

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥 ,中

971

1396

1709

844

1895

1208

744

1920

811

1142

1583

851

97--1216

1217

高 邪 口 径 9  丹塗

底部径n4 ″ 休 。 中

1137

98-1218

1219

1220

1221

1222

1223

分銅型

土製品

沈線文

99--1224

1225

1226

1227

1228

1229

1230

1231

1232

1233

1234

1235

1286

1237

1238

1239

1240

口 径22

//  21

//  12

″  12

//  17

″  17

″  16

″  18

″  26

″  25

//  21

″  10

″  17

″  14

//  16

″  17

″  24

弥・ 中

弥・後

弥後・ 貝層E

弥・ 中

弥後・ 貝層E

弥・後

古 。前

弥 。後

弥・後

弥・後

弥 。後

弥・後

弥後 。貝層E

弥 。後

弥・後

弥・後

923

1164

1568

1609

860

1566

1773

1617

1855

1691

1697

1739

1625

1559

1295

1801

1732

96-1183

1184

1185

1186

1187

1188

1189

1190

1191

1192

1193

1194

1195

1196

1197

1198

1199

1200

1201

1202

1203

1204

1205

口 径10器高 32
丹塗

″ 7丹 塗

//   8    ″

″   9    ク

″  11     ″

//  10    ″

口 径16  ク

″  10    ″

″  11     ″

″  12    ″

口 径10  ″

口 径13  ク

底部径 54 ″

″  50 //

″  58 ″

//  48 ″

″  54 ″

″  52 ″

″  50 //

弥 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥中 。S K01

弥中 。S Z 017

弥 。中

弥 。中

弥・中

弥・ 中

弥 。中

勢 。中

弥・ 中

弥・ 中

弥 。中

弥 。中

弥・ 中

弥 。中

弥・後

弥・ 中

弥 。中

弥・中

弥・ 中

1889

1594

1966

1907

732

1912

1454

1852

94

2187

2137

1844

1412

1967

814

700

701

2163

1826

1247

848

10

47

00-1241

1242

1243

1244

1245

1246

1247

1248

1249

1250

1251

1252

1253

1254

1255

1256

1257

1258

1259

″ 13 器高20

″  16

//  14

″ 20

//  18

″ 22

″  19

″  15

″  24

″  16

″  13

″  18

″  16

″  15

″  22

//  23

″  17

″  16

//  21

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・後

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・後

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・ 後

弥・ 後

弥 。後

弥・後

弥・ 中

弥・後

弥 。後

1564

363

1406

926

1190

964

921

1240

1210

1283

1176

1757

1161

914

1647

340

821

1193

1465

97--1206

1207

1208

12119

1210

1211

1212

1213

1214

1215

高 杯

″ 108 ″

″ 116 ″

″ 10,0 //

″  5.6 //

″  98 ″

//  58 ″

口 径14  ″

″ 23  ″

″  30    //

弥 。中

弥・ 中

弥中・ 貝層B

弥 。中

弥・ 中

弥・中

弥 。中

弥・後

弥 。中

1925

1649

1508

2139

1698

227

2144

690

1756
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表15弥 生 土 器 一 覧 表 (15)

挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層 偽K言 挿図番号 器  形 法 量・特 徴 出 土 層
備  考
(NKY)

100-1261

1262

1263

1264

1265

甕 口 径16

″  15

//  15

″ 20

//  19

弥・後

弥 。後

古・前

弥 。後

弥・後

llB8

927

1528

61

1547

102-131D

1301

1302

鉢

把 手

ロ 径14 弥・後

弥・後

弥 。後

1660

1744

1574

ll13 1303

1304

1305

1306

1307

1308

1309

1310

1311

1312

1313

1314

1315

1316

1317

1318

1319

1320

1321

1322

1323

1324

1325

1326

1327

1328

高 杯

器 台

低脚郭

口 径16

″  14

″  16

″  13

″  23

″  19

″ 26

底部径128

底部径 7.2

″ 13.0

″  68

//  11.2

″ 104

″  11.6

″ 156

″ 11.2

″ 152

口 径19

″  20

底部径30.4

″  11.2

″  6.4

口径18 底部径 8
器高 8

底部径 5.2

″  9.6

古・ 前

弥 。後

弥・後

弥 。後

古 。前

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・後

弥・後

弥・後

弥 。中

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・後

弥・後

古 。前

弥・後

弥・後

弥・後

弥・後

弥・後

1728

1767

1166

1765

1727

1926

1755

1199

1127

1743

1752

1733

1689

819

546

1554

378

63

1563

1411

1746

806

1205

1536

1764

1763

101-1266

1267

1268

1269

1270

1271

1272

1273

1274

1275

1276

1277

1278

1279

1280

1281

1282

1288

1284

1285

1286

1287

1288

″  18

″  16

//  14

″  17

″  10

″  19

″ 22

″  18

″  29

″ 13 弧文

″  12

″  14

″  11

″  13

″  13

″  31

ク  25

″  12

″  16

//  15

″   8

″   8

//   6

弥・後

弥 。後

弥・後

弥・後

弥・後

弥・後

弥・ 後

弥・後

弥・ 後

弥・ 後

弥 。後

弥後・ 貝層E

弥・後

古・前

弥・後

弥・後

耕作土層

弥・後

弥・後

弥・後

弥・後

1449

1298

1780

1170

1220

377

349

1656

1980

1751

1300

1557

1933

1731

1795

1407

808

1489

963

1581

1943

1761

956

1021289

1290

1291

1292

1293

1294

1295

1296

1297

1298

1299 鉢

″ 26

″  27

″  18

底部径 44

口 径13

多条沈線文

口 径 6 器高 5

径16口

古 。前

弥・後

古 。前

弥 。後

弥・後

弥・ 後

弥後・ 貝層E

弥・後

1541

1409

1539

1807

1146

1661

1750

1185

1222

1570

1652

104-1329

1330

1331

1332

1333

1334

1335

1336

鉢

高 杯

高 芥

器 台

口 径36 -部 丹

底部径132 丹塗

口 径20  ″

底部径128

// 11.6

口 径19

″ 20

弥 。中

弥・ 後

弥・後

弥 。後

弥・ 中

弥・後

弥・ 後

弥 。後

1858

313

1934

2195

846

1545

1658

1550
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(3)古墳時代前期の土器

第105図、第106図 、第107図、第108図に古墳時代の上器を図示 した。器形は甕形土器、

重形上器、鉢形土器、高外、器台形土器、低脚芥に分類 し、いずれも古墳時代前期のもの

である。

a.甕形土器 1～35が甕形土器である。 日縁部は二重 口縁で底部のわかるものはかすか

に底部を意識 しているが九底に近い (2、 18)。 器壁は薄 く外面は細かなハケロ調整がな

され顕部付近に波状文 (2、 5、 14、 27、 29)や刺突文 (17、 30)が施されるものもある

が多くは無文である。内面は顕部より下方はヘラ削 りが全面になされる。 1は 口径32.00η

の大形のものである。

b.壷形土器 36～43。 このうち、40、 42は小形九底壷。40は 口径8.5C″、器高8.lC″を測

る。43は長 く上方に延びた二重 口縁の丸底壼でクシ描波状文が胴部に み られる。 日径は

10.Oθ紀、 日縁部の長さは6.Oθ紹ある。 391ま顕部に小孔を穿った短頸壷でクシ描きの鋸歯文

がみられる。これらはいずれも小形の壷形土器であるが、これらに対 し、36～38、 41は大

形で、甕形土器と比較すると装飾性に富んでいる。41はほとんど九底に近い。38は 口縁部

の小破片であるが、外面に「 S」 字や円形のスタンプ文が施されている。

C,鉢形土器 46は鉢形土器と考えた。逆「ハ」の字状に大きく上方に開いた外部である。

復元口径は28,00筋 。日唇部に焼成後、その外面を磨き片刃状の刃部が作 り出されているの

が注意される。体部の下方に一条の沈線がめぐるが、低い脚が付いていた可能性がある。

類似のものは松江市平所遺跡に出土例がある。土器片に刃部を作 り出したものは、弥生時

代中期層で出上した第95図■79があるが関係は不明である。66は小形品である。

d.高芥 51～57、 60は 高外であるが各種みられる。このうち、55は粗雑な手握成型で実

用品とは考えにくい。60の外部内面には暗文状ヘラ磨きがみられる。

e.器台形土器 44、 45は鼓形器台である。44は 日径17.00紹。45は完形で器高12.00″ 、口

径22.5θ能を測る。

f。 低脚芥 外部が碗状になる49、 50と 酒芥状に広 く開く58、 59、 64、 65があるが、61、

62、 63も 後者であろう。49、 50と も口径は18.OCπ で内外面のヘラ磨き調整に若子の違いが

あるが互いによく似ている。59、 65は丁寧なヘラ磨きが施され、65は 芥内面は暗文状とな

る。59は 口径21.Oo紀 、器高6.00紡、65は 口径21.Oo2で あるが外部は59Vこ比 して深い。

g。 搬入土器 47、 48は搬入土器と考えられる甕形土器である。両者とも外面は叩き痕を

丁寧にナデ消している。内面は顕部 より下方はヘラ削 りが施されている。47は 口径16.Oθ解

で胎土は茶褐色を呈している。48は 日径16.00初 である。47は庄内式、48は布留式土器に比
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第107図  土師器実測図 (3)
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第108図  土師器実測図(4)

定されよう。いずれも畿内からもたされたものと推定される。

(4)土錘・石錘

第109図は弥生時代中期～古墳時代前期層出土の土錘(1～ 23)と 石錘 (24)を示 してある

(表17)。  1～■は長いタイプのもので、 このうち、 1には両端に一条の沈線がめ ぐらさ

れてお り作 りは丁寧である。 8は縦方向にヘラ磨きがみられる。12～23は球形の土錘。13

は二次焼成を受け破損 している。17は孔より半分を失っている。前者の平均重量は43.4夕 、

後者のそれは25.4夕 、平均は34.8夕 である。24は石錘で弥生時代後期層か らの 出 上であ

る。焼成を受け縦方向に半分に割れその一方を失っている。中央には縦方向に断面「 V」

字状の溝が一条めぐる。両端にむかい先細 りとなった九州型の石錘である。表面はきれい

に磨きがかけられている。

(5)紡錘車

第■0図 には紡錘車とその未成品と考えられる土製品を 示 した (表 18)。 56と 57を 除 く
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表16土 師 器 一 覧 表

挿図番号 器  形 法 量 。特 徴 出 土 層 偽K葛 挿図番号 器 形 法 量 。特 徴 出 土 層
備  考
(NKY)

il15 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

甕 口 径32

″ 16 器高24

//  14

//  13

″ 16 沈線文

//  17

″ 15 沈線文

//  12

//  14

//  16

″  13

//  24

″ 14 沈線文

″ 22  ″

″  16    ″

″  15

//  17

古 。前

古 。前

古 。前

古・前

古・前

古 。前

古 。前

古 。前

古・前

古・前

古・ 前

古・ 前

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

1686

1641

1125

1634

1577

1616

1417

1415

1147

1379

1414

1567

1124

1532

1165

1627

1619

107-34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

器 台

″
　

　

甕

口 径14

″  12

口 径 9

″ 8 器高 8

底部径 40

ク  20

口 径10

″  17

口径23 底部径20
器高12

口 径28

″  16

″  16

古 。前

古 。前

古・前

古・前

古 。前

弥・後

古 。禽i

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

1630

1286

1549

1555

1986

lω6

1140

1121

1693

733

1553

1151

1136

2198

1431

108 49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

低脚必

高 芥

低脚杯

高 杯

低脚外

高 不

低脚不

鉢

″  18

″ 18 器高 8

″  13

底部径 64

″ 13.6

回 径 9

ク  16

底部径13,0

径24

21

口

底部径 56

口径12底部径 48
器高 4

口径20

日径10 器高 6

古・ 前

古・前

弥・ 後

古 。前

古 。前

古・ 前

古 。前

古 。前

古・前

古 。前

古・ 前

古 。前

弥・後

古 。前

弥・後

1612

16118

1572

1678

1620

1543

1793

1702

1738

1610

1638

1540

947

1640

1126

1531

1128

1662

ll16-18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

″ 19 沈線文

″  16

//  17

″  16

″  15

″ 22 沈線文

″  17

//  18

//  13

″ 21波状沈線

″  16

//  15

″  14

//  18

″  17

古 。前

古・前

古・前

古 。前

古・前

古 。前

古・前

古・前

古 。前

古 。前

古 。前

古 。前

古・ 前

1530

1138

1135

1150

1145

1613

1538

1552

1416

1721

1692

1695

1544

1413

1148

107-33 壷 古・前 1621
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第109図  土錘 。石錘実測図

と、いずれも弥生時代中期の上器片を再利用 し円形に打ちかき、磨いて作っていることが

知られる。 1～19は土器片を円形に打ちかいただけのもの、20、 21はその周縁に磨きをか

けたものである。22～27は中央に一方向から穿孔しようとした小さな凹みが み られ るも

の、28は 両面に凹みがみられるが、貫通 していないものである。29～55は 小孔が貫通 して

いる完成品と考えられる。56、 57はあらか じめ紡錘車として製作 し焼成 したものである。

これらは紡錘車としては比較的古い時期のものの可能性がある。57はその径、厚さとも他

に比較 して群を盈いて大きい。これらの平均重量は21.3夕 である。木製の紡錘車と考えら

れるものに、第153図237や第166図307がある。
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番 号 長さ働 幅 ひ″ 重量 夕 1  備  考 番 号 長さじ″ 幅 ¢2 重量 タ 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

4.4

5.0

5,4

4.75

4.7

3.9

4,0

4.2

3.2

3.5

3.3

4.05

3.5

3.55

3.05

3.8

3.7

3.2

3.05

2.9

2.7

2.5

2.85

4.65

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

3.5

3.9

2.95

2.85

3.2

3.3

2.95

3.0

2.9

2.4

2.0

10.6

3.5

4.0

3.35

2.9

3.1

3.2

3.0

3.2

3.0

2.5

2.2

4,7

32.0

41.0

28.4

25.0

15,8

31.0

30.0

31,4

23.2

12.0

10,0

117.6

NKY-1874
″   2140

″   1749

″   1922

//   1760

″   1924

//   1857

″   2134

″   1726

″    805

″   2135

NKE- 7

表 17 土 錘 ・ 石 鐘 計 測 表

表 18 紡 錘 車 計 測 表

番号 縦 × 横θ,
厚さι冽 重量ク 備 考 番 号 綻 × 横c冽 厚さ

c冽 重量 ′1 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

6.8× 6.55

6.7× 6.1

5。 2× 5。 1

5.4× 5.42

5.22× 5.38

4.4× 5.5

4.6× 5,25

4.55× 4.65

5.0× 5.0

4.4× 5.0

4.65× 4.4

4.95× 4.7

4.6× 4.25

4.4× 4.62

4.2× 4.3

4.61× 4.4

4.7× 4.7

4.52× 4.4

4.35× 4,4

4.1 ×4.25

3.3× 3.5

5,2× 5.2

4,82× 4.55

4.7 ×5,28

4.5× 4.65

3.82× 3.5

3.62X3.0

5。 7× 4.82

6.3× (3.7)

0.8

0,7

0.5

0.8

0,78

1.2

0.65

0.75

0.95

06
0,85

0.45

0.92

0.8

0.6

0。 7

0.6

1.1

0.6

0.86

0.45

0,7

0.32

0.58

0。 7

0,32

0。 7

0,65

0,6

43.6

39.21

18.0

25.0

26.59

41.23

19.4

25,0

32.2

19.0

20,0

12.07

24.60

21.58

15,0

20.59

15.17

28,0

15.5

20.0

10,1

23.0

11.0

20.0

16.9

7.13

10.0

21.28

24.5

NKY-1737
//   1534

//   1432

//   1588

//   1782

//   1673

//   1725

//   1913

//   1849

//   1914

″   1958
//   1776

″   2127
//   1815

″   1590
//   2130

//   2124

//   1488

//   1681

″   1957

ク   1762
//   1918

″   1917

″   1965

″   1723
//   2125

″   1870

ク   2157

//   1845

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

NKY-1869
//   1753

//   1288

//   1703

//   1754

//   2128

″   1942

″   1909

//   1236

″   2118

//   1911

″   2111

ク   1872

//   1867

ク   1916

//   2116

″   1766

//   1402

//   2108

″   2115

//   2109

//   1722

″   2119

//   1595

//   1888

″   2145

//   2126

//   1847
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(6)弥生時代中期の本製品

第■1図～第156図 には弥生時代中期層から出土した木製品を掲げてある (図版44～64)。

西川津遺跡の木製品の中で、この中期層からの出上が最も多く、それらは主として、ウッ

ドサークルの中やその周辺で発見されたものである。鍬 。鋤を中心とする農耕具類、漁扮

具、建築材、各種の容器、祭祀遺物、装身具類等がある。尚、樹種についてはⅡ章表26に

示してある。

a.農耕具類

ミカン割材 第■1図 、第■2図 、第■3図、第■4図 12、 第142図 166～167、 169、 170に

は各種の木製農耕具類の材料となる板状の ミカン割材を示 した。樹種はカシである。最大

のものは長さ1.17p、 幅0.29れ 、厚さ0.■～0,03じ紀であるが (第 141図 163)、 第141図 161

の一本鋤の未成品例は1.50η 近 くある。 短い例としては 第113図 10の ような0。 50“ のもの

があ り、他はいずれもこれらの間に収まるサイズである。 ミカン割材の両面は何ら加工痕

のみられない割ったままの状態であ り、 3・ 9・ 10・ 12に は樹皮がみられる。加工痕は両

端に顕著で両面から加工 しているので、161や163よ りさらに長い材があったとも推測され

る。

第■5図18、 19、 第■6図21～ 24は ミカン割材から木製農耕具を製作 した切れ端と考えら

れるものである。その両端に加工痕がみられるが、一方の形状は不整形で、 ミカン割材製

作時のものであろう。21・ 24に は樹皮が残る。

第■4図 15、 13、 14、 第115図 16、 17、 20は、 ミカン割材から次の段階へ進んだものと思

われるが、どのような製品を目的としたのかは不明である。このうち15は鋤の未成品であ

る可能性がある。

広鍬△類 広鍬で柄つばを穿つ舟形隆起を有し、その裏面にいわゆるゲタをつけたもの

を広鍬A類 とした。 第■7図、第■8図、第■9図 、 第120図 、第121図 49・ 50・ 51・ 53。

26・ 27・ 28は 、 ミカン割材から切 り離され、中ほどから刃部に向かい薄 く削 り出そ うと

している。製作工程としては初期の段階のものである。26の 例をとると、長さ27.OCη、幅

20,Oc筋 である。28は樹皮がついている。裏面には未だ加工痕はみられない。

29は 刃部に向かい長 く下垂する舟形隆起の部分が、周辺を削 り出す ことによって表われ

はじめ、26～ 28の 次の段階のものである。舟形隆起の頂上部以外に粗い加工痕が残 り、裏

面にも加工が加えはじめられている。長さ27.00″ 、幅21.Octt。

第■8図31～ 34は、裏面のゲタの位置が定められ、削 り出そうとする段階のものである。
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全体の形が整えられ、この段階で鍬としてのサイズが決定されたと思われる。33の 例をと

れば長さ26.00筋 、幅21.00紀 である。

第■9図35は、 さらに削 り込まれ、 舟形隆起をはじめ全体の形状がさらに明確 となった

段階のものであるが、舟形隆起への穿孔はまだみられない。刃部へも刃を意識 した加工が

加えられている。 長さ27.5C初 、幅20。 5C初、 舟形隆起の長さは頭部より17.4Cπ 、高さ2.Ocπ

を測る。

第■9図 36・ 38・ 39は 、 以上の製作工程とは別のそれによって 製作されたものである。

36は 、舟形隆起は刃部に向かい長 く下垂する形状を明確にしているが、全体の形状は整っ

ていない。裏面のゲタも削 り出されてなく、別種の広鍬とも考えられる。長さ29.5θ陶、幅

20.502と やや大形である。舟形隆起は長さ12.00解 、幅6。 30紀、高さ2.002。

38は一部を欠くが、長さ31.2o初 、最大幅24.Oθ紹と大形で、全体の形状は中央よりやや上

方で幅22.8θ紀と一旦 くびれ、再び刃部に向かい広がる大形のものである。舟形隆起は上下

両端が尖 り、長さ15.00例 、幅1.4o2、 高さ2.50加を測る。その中央には孔を穿ちはじめてい

る。裏面はゲタが付 く。特徴的なのは刃部より上方約)ζの周縁が、幅約1.2o筋、高さ約0.5

C胞 と高く縁取 りされていることである。これは刃部の強度を補強す る為 と考えられてい

る。中央の舟形隆起に穿孔すれば完成する最終段階の広鍬であるが、弥生時代前期のもの

の可能性がある。

39は長さ35.5θη、幅24.5C胞 を測る広鍬としては最も大形品である。全体の加工は加工途

中のように粗 く、舟形隆起も整っていないが、既に穿孔され、その孔は仕上げられている

ことからこのまま使用された可能性がある。

また、第■7図30は 、 風化破損が著 しいが、 後述する九鍬のように 3枚の広鍬を一度に

製作 したものの破片と思われる。広鍬A類の中では他に同様な資料はない。

40～53は完成品である。加工途中のものに比すると薄 く、 刃部の破損が 日立つ。 長さ

27.Oc婉以上の大形のものと (40・ 50・ 51)、 24.002前 後の小形のもの (41・ 43。 44・ 49)

がある。40・ 44・ 49。 50・ 51は 中央あるいはそれより上方で幅が狭 くな りくびれる。舟形

隆起には両端が突るもの (40・ 47)と 一方が刃部に向かい下垂するもの (41・ 43・ 44・ 45・

46・ 48・ 49・ 50)がある。これらの うち、50と 51の 頭部は中央が半円状に凹む装飾となっ

ている。49には舟形隆起の両側に小孔が一対穿たれている。2・ 43・ 46・ 47・ 53は舟形隆

起の象1離 したものである。

広鍬B類 一枚の ミカン割材を長さ30θ協前後に切断し加工を加えて広鍬とする点では広

鍬A類 と同じであるが、舟形隆起やゲタのみられない広鍬をB類として、第122図、第123
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図、第124図 、第125図70～ 76に 示 した。

第122図 56は長 さ1.050π 、幅24.50解 、厚さ約4,OC孵 の ミカン割材の端か ら、約33.OCれの長

さに広鍬の材料を切断 しようとしている資料である。 断面が「 V」 字状 となった幅約 3.0

0η 、深さ0.502の溝が片面のみにみ られる。 この部分 と両端以外には加工痕はみ られない。

57・ 58・ 59・ 60・ 64・ 67は 、 ミカン割材か ら切断 した段階のもので、両端以外には、両

面 ともほとんど加工痕はみ られない。60の 場合、長 さ31.00筋 、幅24.Oθ初、厚さ3.6θ寛ある。

59。 64。 67は 樹皮がついたままである。いずれ も両端の加工痕をみると、 ミカン割材の両

面か ら溝を入れていることが判るので、56とよその最 も初期の段階のものと考えられる。

61・ 62・ 63・ 65は片面のほぼ中央をわずかに高 くした段階のもので、その周辺に若千の

加工痕が観察される。 この段階では縦に長い61・ 62・ 63と 縦 と横の幅があま り差のない65

とがあるが、同様なことは、57～ 60・ 64・ 67についても言えるか もしれない。すなわち、

57～ 601ま縦長の前者に、64。 67は 後者に対応す る可能性がある。63は長さ31.2o宛 、幅21,0

0寛 、中央での厚さ3,602、 65は長 さ23.5じη、幅22.2C解 、中央での厚さ3.9θ解を測る。

66・ 68・ 69は さらに加工の進んだ段階で、柄の孔を穿つ突起は低い け れ ど も明確にな

り、全体の形状が整えられ、頭部は丸味を帯びる。66・ 68の ように綻長のもの と、69の よ

うに幅広のものがある。 66は長 さ27.00π 、幅20.502、  中央部で の 厚 さ 2.40初、69は長 さ

21.60π 、幅20.50紀 、中央部の厚さ3.00例を測 る。

70～ 76は 完成品である。縦方向に割れた破損品が多い。完形品においても柄を装着す る

孔の穿たれた周辺の隆起は低 く、広鍬A類にみ られた舟形隆起のように境がはっき りしな

い。70。 71の ように幅広のものと、72～ 76の 縦長のものがあ り、加工途中の未成品に対応

している。 70の場合長 さ26.50″ 、幅24.50胞 、孔付近の厚 さ1.8θ能を測る。 この幅広の もの

には未成品65や 69の ように70よ り小形のものが存在するようである。未成品の うち64や 67

が70に 対応すると考えられる。73は 柄が装着 されたままで発見 された唯―の例であるが、

縦方向に約,ζ が欠損 している。柄は径約2.5C婉、 長 さ26。 702の 短いものである。 欠損 した

ために柄 も短 くし、手鍬のように して使用 したのであろ う。柄は隆起の偵1か ら装着 されて

いる。

狭鍬A類 長 さに対 し幅の狭い狭鍬の うち舟形隆起のあるものを狭鍬A類 とした。

第126図 86は ミカン割材か ら狭鍬A類を 製作 しようとしたものである。 現状での長 さは

約70.00″ 、幅約20.002を 測 り、 2枚の狭鍬が加工途中であるが、一方の端に加工痕が認め

られず、後に折れてお り、元は少な くとも3枚を作 り出そ うとしていた資料であることが

判 る。隆起部での厚さは5.4C紀 ある。第121図 52は 狭鍬の完成品で、両端は欠損 している。
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幅は13.802を測る。

狭鍬B類 柄を装着する部分に明確な隆起のない狭鍬を狭鍬B類 とした。 第125図 77・

78、 第126図79・ 80・ 81・ 82・ 83・ 84がそれである。 皆完成品で、 やは り欠損品が多い。

全体を知ることのできる77は 長 さ28.00紀 、 幅13.002、 厚さ1.8θ紀、 82の 場合長 さ30.OC解、

幅■ .002、 厚 さ2.4θ筋ある。 これ らの中には広鍬 B類の再利用のものがある可能性 もあろ

う。第125図 73の 例か らす ると柄の短い手鍬であった可能性 もある。

叉鍬 第126図 85は叉鍬の破片 と考えられ る。 西川津遺跡の下流部の調査や ケテチ ョウ

遺跡出土例か らす ると歯は 6本である。

九鍬A類 刃部が直線的で、 ミカン割材か ら、広鍬A・ B類のようにあらか じめ 1枚ず

つ切 り離 した材か ら製作 した九鍬をA類 として分類 した。 ミカン割材 とした 第■2図 7は

その 1枚にあたるか もしれない。 第113図 ■、第128図90。 91、 第129図 93・ 94は その加工

途中のもので、■・90は裏面に把 りを入れつつある段階のもので、91・ 93・ 941ま それ よ り

少 し以前の段階のものである。いずれ も端部や両面には粗い加工痕がみ られ る。 93の 場

合、長さ42.Oθ解、幅23.502、 隆起部での厚 さ6.3θπある。 第133図 109は この種の完成品で

あるが、全体に加工は粗い。隆起部の孔のあけ方か ら、鋤 と同様な柄の装着方法であった

ことが知 られる。 長 さは34.80π 、幅25,8θπを測る。 ■0は孔が貫通 しているが、仕上げは

み られないので、穿孔途中のものが破損 した と考えられる。

九鍬B類  ミカン割材において、 3枚の丸鍬をかな りの段階まで切 り離 さないままに加

工を施 した製作方法で、刃部が九い形状の ものを丸鍬 B類 とした。

ミカン割材を加工 しは じめた例 としては、第141図160、 第127図 88・ 89がある。 この う

ち、160は長 さ1.04陶 、幅29c筋 で 3枚の九鍬を製作 しようとしている好例である。柄を装着

す る隆起を削 り出 し、その周辺には著 しく加工痕がみ られる。中央のものの両端に、「 V」

字状に溝を加工 し切断 しようとしているが、未だその裏面には何 ら加工痕はみ られない。

しか し、長軸方向の両サイ ドにはそれぞれ 2か所ずつ「 V」 字状の切れ込みを入れてあ り、

両端は既に九味を帯びた加工が施 してある。88。 89は 160よ り加工の進んだ段階であるが、

まだ切 り離 しは行われていない。刃部 も丸味をやや帯び、裏面の快 りがは じまっている。

89の 隆起部はかな り明確になっている。

ミカン害1材か ら切 り離 しの行われた段階のものとしては92・ 95。 96・ 97・ 98が ある。四

隅には切 り離 しの為の「 V」 字状の切れ込みが残 り、両端 も未だ直線的に切 り離 しの加工痕

が残 ったままである。97の 例を とると長 さ33.00″ 、幅24.OCπ 、隆起部の厚さ4.50能 を測る。

98～ 1081よ ほば全体の形状が出来上 り、 ミカン害J材か らの切 り離 し痕は きれいに加工 さ

―-145-―



れ、薄 くな り、いわゆる団扇状に整形された段階である。 最も出土量がある。 105の 例を

とると長さ33.002、 幅26.5Cπ である。

1■～■4は完成品である。広鍬と同様に欠損品が多い。柄を装着した孔は、いずれも丸

鍬A類のそれと同じである。これは、西川津遺跡の下流部やタテチョウ遺跡出土例も同様

で、広鍬のような装着例はみられないので、丸鍬の機能はA・ B類ともいわゆる鍬ではな

く、む しろ鋤であったと考えられる。■4に は補修孔がみられる。

鋤A類 一本鋤を鋤A類 とした。第141図161は未成品であるが、この種の唯―の出土例

である。全長は約1.5η。身の長さ53.402、 幅20,50紡 、握 りは「 T」 字状を呈す。第142図

166。 167・ 169。 170は一本鋤の材であろう。第137図139。 1401ま これの完成品が破損 したも

のであろう。140には柄と身を補強するための突帯が中央に作られている。

鋤B類 組み合わせ鋤。 第134図 、第135図、第136図、第137図、 第138図 は組み合わせ

式の鋤の身と柄を示 した。これらは身の形状から4種に大別される。

鋤Bl類 身が二叉になった、いわゆるナスビ形の鋤。l18～125が これにあたる。

鋤B2類 身の中ほどに二等辺三角形状の孔をもつもの。127～131が これにあたる。■5

は鋤Bl類か鋤B2類の未成品と考えられる。

鋤B3類  身がスコップ状となる135・ 136。 137・ 144・ 145。 146を 鋤B3類 とした。この

うち、135・ 144・ 145・ 146は完成品で、柄の先端が、身の中央にくるよう、身の中央には

溝がつけられているが、貫通 していない。145は 両側に透 しがある。 136、 137は 未成品で

あろう。

尚、141・ 142・ 143は鋤に類似 しているが材質はスギやモ ミであ り、また147とまカンを使

用しているが鋤 として機能を果していたかは疑わ しい。

116・ 117・ 132は 以上の鋤の柄と考えられ、■6は未成品である。また87も 鍬か鋤の柄 と

考えられるが前者の可能性が高い。

エブリ 第121図 54は 5本歯のエブリである。長さ27.60紀 、幅9,60能、厚さ2.Oo2を測る

柄を装着する孔は貫通しているが、その内側や歯の周辺は仕上げが完成されていない。

田下駄 第140図 には田下駄 と考えられるものを示 した。 このうち、 155・ 157は 大足 と

考えられる。第144図 175や 176も この種に入るかもしれない。また、第145図 の板状木製品

も田下駄の未成品の可能性もあろう。材質もスギが多い。

上掘具 第146図 184・ 185は畑での種を播 く時に使用する土掘具と考 え た。 184とよ長さ

29.40″ 、185は長さ43。 2o能を測る。185を 例にとれば両端とも尖らせているので、いずれの

端も使用 したと思われる。両者とも比較的径の小さな自然木の枝を柄とし、幹を加工 して
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第111図  木製品実測図 (1)
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第 112図 木製品実測図 (2)
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第140図  木製品実測図(30)
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尖 らせている。

砧 (横槌 )153は砧の完成品で、長 さは32,40紀 。使用の為に一部凹みが で き て いる。

154は 小形の砧の未成品であろ うか。砧 としてはやや疑わ しい。

b.漁跨具

第143図 171と 172とよタモ枠である。完成品である172は長さ56.Oo2、 柄は約30θ例を測 る。

二叉の木を利用 し、 枝の両端を細 く削 り約7.00激よど重ねて網の枠 としている。 重な りあ

う枝の先端には組で緊縛 した痕が残 っている。柄の一面が平坦に削 られているのは、場合

によっては、さらに長い柄をつないで使用 した為 と考えられる。 171も ほぼ 同様なタモ枠

の未成品である。

C.建築関係材

8  ◎
⑩
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第149図 204・ 205は柱穴内に残っていた柱である。 全面に粗い加工が施され、 基底部に

あたるところにもみられ平坦である。204は径 17.5× 13,Oc陶 、長さ73.Oθ紀、205は径 21.0

0例 、長さ66.Oc解 でそれより上は朽ちて失われている。

第148図 202・ 203は梯子である。202は現存部長さ1.lπ の未成品の一部。203は成品を杭

に再利用 したもので現存部の長さ65,OC″ ある。

d.杭

第142図 165、 第149図206はそれぞれ長さ1,7紀 と1.2“ の頭部が三叉となった杭である。

165は先述 したようにS K01の 上部構造に用いられたと考えられる もので あ る。 第142図

164は径7.2θη、長さ約2.94紀 の長い杭である。恐らくウッドサークル (SZ)に 用いる為

のものであろう。 因に168とまS2014の 横木に用いられていたと思われる板材である。

e.部材

第146図・第147図、第180～183図、第190図、第192～198図 、第200図は各種の部材であ

る。このうち180。 181は 樋の把手、194・ 195は紡織機の可能性があ り、これに関連するも

のとして第153図237の木製紡錘車がある。192・ 193Vま 有頭棒。

f.容器類

高芥 第150図207、 第151図 210～216は高不である。 この うち、207は長さ82.00紀、幅

38,00初 、厚さ24.00π でその断面は「工」の字状をしている。全面に加工痕が著 しい。樹種

が環孔材であることと、その特異な形状から、高芥を2個体分作ろうとした未成品と考え

られる。213・ 214は弥生時代中期の高必形土器のうちB類に、215は C類に、216は D類に

対応する。また また298は 脚部の内部に円錘形の突起がみられるので、 金属器と競櫨を用

いて製作されたものであるう。

盤 第151図208・ 209は台付の盤であろう。

円形容器 第151図217・ 2181ま 円形容器の底や蓋と考えられる。217は径M.5C宛で周縁に

小孔列がある。

ヒョウタン製容器 第151図 2191よ ヒョウケン製の容器片で、 復元した口径5。 4c紀 、 胴部

径は10,Oθ能で、補修孔がみられる。

コップ型容器 第152図 225Vよ長さ15。 3θ紀、 径7.80“の砲弾形の容器である。 内部の深さ

は9.00"。 224はその未成品、223は これらの材料と考えられる。

柄杓 第153図 226・ 227は柄杓である。226は長さ42.60紹 で柄の頭部に簡単な装飾が施さ

れる。第152図222とまこれらの未成品と考えられる。

匙 第152図 228～236に は匙の各種を図示 した。 228と 229は大形の未成品である。 他は

―-195-―
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いずれもスプーン状の完成品であるが、 欠損品が多い。 このうち236とま舟形木製品の可能

性もある。

g.祭祀遺物

鳥形木製品 第147図は鳥形木製品の頭部から胴部にかけてのものである。 板材で作ら

れてお り、両眼は凹めて表わ している。 現存部の長さ18.00初、長さ1.5C陶を測る。 ウッド

サークルの付近で出上 した。

舟形木製品 第153図 236は舟形木製品の一部か、あるいは匙の一部と考えられる。

h.銀状木製品

平面は26.4× 14.00能 の精円形に近い形状をし、把手がその上につけられている。東大阪

市鬼虎川遺跡の報文に従って銀と考えた。鬼虎川遺跡の分類では鰻A類 となる。

i.装身具類

第154～ 156図 は装身具類を図示 した。

櫛 238～241は木製の櫛である (カ ラー図版)。 238の 例をとると径約 3 ππの歯を18本、

糸で緊縛したものである。いずれも頭部をその上から先に黒漆、次に赤漆を塗装 して固め

ている。 242a o b・ cは同一個体と考えられるもので 厚さ4筋πの板に直接赤漆が塗られ

ている。一応警の一部と考えたが、全 く別のものの可能性も捨てきれない。243は幅1.502

の木製の釧で赤漆が塗られている。

j.刺突具

第146図 、第186～ 189図 は刺突具類であろう。

k.作業台

第139図 1501ま 22.0× 16.OC犯 、厚さ5。 4θπを浪」る ミカン割材から作られたものであるが、表

裏面に細かな直線的なう痕が多数みられる。姐等の作業台と考えられる。

1.火鑽臼

第121図 55は 火鑽臼片で現存部は6.30腐あ り、焼成を受け黒色をしている。

以上の他に、図版71の 上に示したような籠状の編み物がある。また、図版71の 下は桜の

樹皮であるが、これの幅の広いものや狭いものが遺跡のいたる所で出上 した。実際に使用

されていた例としては、 第146図 191に 示 した長さ1.00能 の不明本製品や、 弥生時代前期の

甕形土器の補修に使用された例がある。恐らく漆等を入れた蓋付の壷形土器にも使用され

たのであるう。東大阪市鬼虎川遺跡では石鏃の柄の装着や石剣の柄にも使用されている。

(7)弥生時代後期の本製品

第157図 ～第163図 は弥生時代後期層から出上 した木製品である。この層はそれ以前の各

―-202-―





碧

Λ

（
（
　

　

　

　

　

　

ロ
ーー
螂
ｒ

ｔ

ハ

ハ
点

　

Ｆ

＞

当

′
|

〈

■



O

日

周

‐十

日

日

日

日

日

日

日

咽

一

Ⅶ

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

∩

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

日

日

財

ｍ

問

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

υ

一

鑑

為・　‐





308

雀
苅

~了

/,サイケ徘

第167図 木製品実測図(57)

一-208-―



テ
姦

かe 畏 ―



↓　
同
‐――
‐―
隠
盤
口

母

＝

＝

州

Ｕ

＝
――
＝
到
□

磯      325

第169図 木製品実測図(59)

一-210-―





時代の遺物を最も多 く包含していた層で、遺構も大きな氾濫の為かその残存部は良好では

なかった。従って、木製品の出土量は他の層に比較 して少なく、これ らの中には弥生時代

前期～中期のものも含まれていると思われるが、後期層出土として一括 して扱 うことにし

た。分類は中期層出上の木製品に従 う。

a.農耕具類

広鍬A類 第157図244・ 247。 244は長さ32.4θ例、幅21.60物 の未成品で、舟形隆起や全体

の形状は第■9図38に近 く、前期のものの可能性がある。247は一方が尖った舟形隆起が剣

離 したものである。

狭鍬B類 第157図247・ 2491ま狭鍬B類である。249は長さ22.802、 幅■.4θ″。

九鍬A類 第158図254は九鍬A類の完成品で刃部を欠損 している。幅は30.60筋 ある。柄

を装着する方法も中期のそれに同じである。

九鍬B類 第158図253・ 255はいずれも丸鍬B類の未成品である。253の場合長さ36.OCπ 、

21.Oo筋 、隆起部での厚さ4.Oo能を測る。

九鍬C類 弥生時代中期層にはみられなかった形状で九鍬C類とした。完成品で刃部と

その近 くを欠損する。柄はその装着される孔より、広鍬と同様であったと考えられ、九鍬

A類・B類 とは異なる。その両側に方形の孔が一対穿たれているのも特徴である。

鋤BI類 ナスビ形鋤。第157図 250・ 251、 第159図 258・ 259が これにあたる。

鋤B2類 第159図260が これにあたるが、Bl類 とした251も B2類の一部かもしれない。

鋤B3類 第157図248は鋤B3類の完成品が欠損したものである。

尚、第157図252は一応鋤状木製品としたが、スギ材を使用 してお り、中期の141～ 143の

それと同様なものと思われ、農耕具類ではないと思われる。

田下駄 第159図265、 第160図 266・ 267・ 268は 田下駄である。この うち266は大足。

砧 (横槌)第 159図262・ 263・ 264は砧である。264は長さ30.Oo2の 完成品で二面が凹み

使用痕と考えられる。262はその未成品であろう。263は長さ39.6θ翻で木の節を頭部に枝を

柄に利用 したものである。これで完成品であろう。

C.建築関係材

第163図 は建築材と考えられるものである。 279は2.92の長い有頭棒、 281と 282は長さ

がそれぞれ2.66“ と1.9紀 の二叉の柱であろう。280はその未成品と思われ、 長さ2.6解 あ

る。

e.部材

第161図 269～272、 第162図 275は部材の各種である。271・ 272は有頭棒。270は長方形の

一-213-―



孔がみられる。275は樋状を呈 している。

,.刺突具

第161図 273・ 274はそれぞれ長さ18.002と 6.6C筋の刺突具である。 274は 2～ 3本を組み

合わせて使用されたと思われる。

m.斧の柄

第162図 277は現存部58,00%を 測る蛤刃磨製石斧の柄の欠損品と考えられる。後期のもの

ではないと思われる。 278は鉄斧の柄で、 中期層より出土 したようなソケット式の鉄斧が

装着されたものと考えられる。

(8)古墳時代前期の木製品

第164図 ～第170図 は古墳時代前期層から出土した木製品である。比較的安定 した層であ

った為、これらのほとんどは土器の示す古墳時代前期のものと考えられる。分類は弥生時

代中期のそれに従 う。

a.農耕具類

ミカン割材 第170図 3301ま長さ93.00″ 、幅24.5C紀 、厚さ12.502の ミカン割材である。

広鍬A類 第164図 283は広鍬A類の完成品である。舟形隆起の一方が刃部に向かい弥生

時代中・後期のそれよりさらに細 く長 く下垂しているのが特徴的である。

広鍬B類 第164図 284は広鍬B類の欠損品と考えられる。

鋤B類 第164図 285～287は鋤Bl類の一部と思われる。288は鋤B3類の完成品である。

長さ39,00π 、幅18,Oθ紹を測る。289イま握 りが「 T」 字形 を した 組 合 せ式の鋤の柄と考え

られる。握 りは両面より二対の木釘によってとめられている。

田下駄 第164図 290・ 291、 第165図 292～295は 田下駄である。 この うち第165図292～

295は大足と考えられる。293以外は皆完成品である。

土掘具 第165図 297は木の幹を頭部に加工 し、 枝 を 柄 とした長さ30.Oθηの土掘具であ

る。弥生時代中期層出上の184・ 185と 同様なものである。

C.建築関係材

第170図 328は長さ2.6η の柱である。建築材であろう。

e.部材

第165図 166、 第166図 (307を除 く)及び第167図310～314は部材の各種である。306は九

鍬のようにみえるけれども、スギ材を使用 している。303・ 311～314は有頭棒。

f.容器類
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柄杓 第168図 315は柄杓の未成品と考えられる。長さ57.OC″ 、幅13.00紀 を測る。

ココヤツ製容器 第168図317は ココヤンの種皮製の容器である。 長さ13.8θη、 口径6.0

02、 胴部径12,00“ を測る。 日本海での漂流物であろう。

椀 第168図319は径18.OC筋 で一方の端に 小孔を穿った外耳がつけられている。 318は外

耳のない椀の未成品であろう。 第169図 は内外面に鈍の痕がみられる薄 く仕上げられた優

品の椀である。

桶 第168図316、 第169図322～326は桶である。このうち、3161ま他に例をみない桶の未

成品で、一対の外耳がつけられる。これには、孔が穿たれるものと思われる。下方に向か

い漏斗状に凹むが、その先端はいずれ切 り落とされるものであろう。現状での長さは49,0

0解、日径は34.2C″ を測る。他はいずれも把手の形状に若千の違いがみられるほかは同様な

形態の桶である。みな完成品が欠損したものである。

匙 第168図321は完形の匙である。全体に鈍の痕がみられる。

n.紡織具

第165図 296は長さ21.00紹 、 幅7.2C紀の糸巻き。 第166図307は、弥生時代中期層で出上し

ているような木製紡錘車の未成品であろう。

O.舟

第167図 308とま舟の舶先である。スギ材で作られている。先端部を除 く舷には小孔が一列

穿たれている。

p.盾

第167図 307は木製盾である。現状は長さ56.4C紀 あ り、両端は二列の小孔、 そ の 間 は約

4.OC紀の等間隔に一列ずつ穿たれている。 朱は塗られていない。 同時期の出土例には平城

京内遺跡がある。

q.弓

第170図 331は木製弓である。長さは1.67η 、径は2.40πでヒノキ材を使用 している。

(9)石器

第171図 ～第192図 には、 石鏃・石剣・石斧・石鎌を掲げてある (表19～ 24)。 西川津遺

跡ではこれらの石器の他に、砥石、蛤刃磨製石斧、環状石斧、石包丁等があるが次年度に

報告する予定である。以下の石器類はいずれも弥生時代前期～中期の層や遺構から出土し

たものである。

a.石鏃 1・ 2は磨製石鏃で、両面に丁寧な研磨が施され、稜線がはっきりと残る。

1は両端が折半している。2はやや丸味を帯びた二等辺三角形を呈す。3～861ま安山岩製
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の打製石鏃である。黒曜石製のものに比べると、崇1離調整が粗 く雑で、主要素1離面や自然

面を残す。 このうち、 3の両側辺部には深い交互剣離が 加えられ、 一側面は凹凸状をな

し、鋭い刃部をもつ。これは黒曜石製石鏃37と 類似する。18～80は黒曜石製である。特に

18～ 39は長身で身幅が狭 く、きれいな二等辺三角形を描き出す大形品で あ る。 刃部は 鋭

く、鋸歯状をなすものがほとんどだが、36の ように凹凸状をなすものもある。391ま 他のも

のに比べると調整が粗 く、未成品の可能性がある。40～52の形態は前者同様、二等辺三角

形状を呈すが小形である。53～ 60は形が不定形で、調整が雑である。61～66は 縄文時代の

製品かと思われる。67～ 86は未成品で主要象J離面がみられる。 8は安山岩製の局部磨製石

鏃である。

b.石剣 (第 176図 、第177図 ) 明らかに石剣と判 る ものは6点出上 している (1～

6)。  1～ 3は半磨製の短剣である。 3は握 りを欠 くが、 1・ 2・ 3と もそのサイズはほ

ぼ同じである。 7は この種のものの未成品の欠損 したものと思われる。 3は中央に稜を研

ぎ出している。東大阪市鬼虎川遺跡では、この種の短剣に図版71の 下に示 したような樹皮

を巻きつけた出土例がある。 4は刃部の大部分を欠 くが、茎を有して中央に狭がある両刃

の鉄剣形の磨製石剣である。 5。 6も 鉄剣形の磨製石剣である。 5は欠損品であるが一部

に孔が残る。 6は全長8.6Cπの小形のもので基部に一対の孔があけられている。 茎のない

有孔の石剣はタテチョウ遺跡に出土例がある。

C.痛平石斧 (第 178図 )刃 部の幅からみると次の4種がある。 1～ 5は刃部の幅が

1,002前後で細長で短いものである。 このうち2は両刃に近 く、 他は片刃である。 6～13

は刃部の幅が3.Oθ紀前後の一群で片刃のもの (6・ 7・ 10～13)と 両刃のものと両刃に近

いもの (■ )がある。 14～ 18は 刃部の幅が5.00紀前後の一群である。 いずれも片刃で17は

完形に近い。14・ 16も 完成品であるが、もとは17の ような長さがあったと考えられる。

19・ 20は 刃部の幅がさらに広い一群で、19は両刃である。

d.狭入柱状片刃石斧 (第 182図～第188図 )総 数は43個 体あるが、このうち18個体を

選び石器の製作工程から次のA・ B・ Cの三段階に分類 した。A段階は原石を荒割 りしは

ぼサイズを決定した段階である。 1～ 2が これにあたる。B段階は敲打と研磨による整形

で、 3～10が相当する。A段階・ B段階で欠損する場合も多かったようであるが、10は ほ

ぼB段階の原形を知ることができる。C段階はさらに研磨をかけ、挟 りを入れ完成させた

もので、■～18が これにあたる。■・14は ほぼその全様が知られるが、他は使用時に壊れ

たものが多い。12・ 13は狭 りが 2か所みられる。

e.石鎌 (第189図 ～第192図 )13点 の石鎌が出上 している。その内訳は局部磨製石鎌
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表19 石 鏃 測 表 (1)計

図
号

挿
番 石  材 最大J

(c″)

大幅
θπ)

最大厚
rr″ぅ

重 量 基部の対称性 調 整 折 損 部 中央断面 出 土 層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

黒色片を
//

SN

SN
SN
SN
SN
SN
SN

SN
SN
SN
SN

SN
SN

SN
SN
Ob

Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob

4.6

3.2

3.0

2.8

2,9

18
1.8

2.1

2.4

1.8

1.5

2.00

1.8

1.8

1,05

2.0

1.6

4.3

2.35

2.5

2.2

2.2

2.7

2.55

2.8

2.2

1.5

2.0

3.9

2.3

2.1

2.1

2.7

2.5

1.65

2.2

1.7

2.9

2.7

2.2

1.8

1,7

1.8

1.6

2.0

2.0

1.6

1.45

1.1

1.1

1.6

1.6

1.5

1.3

1.65

1.5

1.5

1,1

1.5

1,3

2.4

1.4

1.2

1.2

1,3

1,7

1.6

1,9

1.7

1.45

1.5

2.0

2.3

1.95

2.0

1.7

1.5

2.2

1.6

2.0

1.3

2.2

1.35

14
1.0

1.2

0.4

0.3

0.3

0.3

0.4

0,25

0,35

0.3

0.5

0,35

0.3

0.35

0,4

0,3

0.2

0.3

0.3

0.5

0.3

0.45

0.25

0,3

0,3

0.35

0.3

0.2

0.25

0.4

0.45

0.35

0.3

0.2

0,4

0.5

0.45

0.25

0.3

0.3

0.5

0。 3

0.3

0.4

0.3

4.0

2.26

2.1

1.4

1.65

0.5

0.5

0,9

1.6

0,8

0.58

1.0

0,9

0.55

0.2

0.9

0,75

4.4

0.7

0,7

0.5

0.6

1,0

10
1.15

1.0

0.45

1.1

2.1

1.2

1.0

0,85

0,7

1,1

1.1

0.85

0 95

1.17

34
0.8

0.6

0.45

0.5

対称

非 対称
//

//

ほぼ対称

非 対称

ほぼ対称

非 対称

非 対称

非 対称

ほぼ対称

非 対称

ほぼ対称
//

非 対称

非 対称

ほぼ対称

対称

″

対称

ほぼ対称

非 対称

対称

″

ほぼ対称

非 対称

非 対称

両 面

″

ク

//

//

//

片 面

ク

両 面

//

//

片 面

両 面

片 面

両 面

面

面

　

　

　

　

　

　

　

　

　

面

面

片

両

　

　

　

　

　

　

　

　

　

片

両

面

面

片

両

尖 端

尖端 。一端

尖 端

尖 端

尖 端

一 端

一 端

一 端

一 端

一 端

尖端)ζ

)び

)ぢ
。一端

%。 一端

一 端

一 端

尖端 。一端

尖端 。一端

端

端

両

尖

端

端
一　
両

尖端 。一端

両 凸
//

//

ク

″

//

やや両凸

両 凸

″

//

//

//

″

″

片面凸

両 凸

//

″

//

″

″

″

″

片面凸

両 凸

″

″

//

ク

やや両凸

両 凸
//

ク

ク

片 凸
//

両 凸
//

//

//

//

弥生中期層

″

弥生中期層

″ 前期貝層

″ 中期層

″ 前期層

″ ″貝層中

″ 前期層

″ ″貝層中

″ 中期層

″前期貝層中

″     //

//    //

弥生中期層

″前期貝層中

″中期貝層B
″中期層

弥生中期貝層B
″中期層

弥生前期貝層中

″     ″

//    //

ク     ″

弥生中期層

ク中期貝層B
″ 中期層

//

″

″

″

″

″

″

弥生前期貝層中

ク中期層

//

″

弥生前期貝層中

″中期貝層B
″前期層

″中期層
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表20石 鏃 計 測 表 (2)

図
号

挿
番 石 材 最大長

(θ″) 1弓蕊f 衰大厚
(c″)

重 逗
(夕 )

基部の対称性 調 整 折 損 部 中央断面 出 土 層

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

Ob

Ob

Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob

Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob

Ob
Ob
Ob
Ob
Ob

Ob

1.7

1,7

1.8

2.0

2.1

2.D

2.1

2.0

1,8

1.5

1.1

2.1

2.1

2.6

2.6

2.3

1.95

2.8

1.8

2.15

1.8

1.2

1.5

1.9

2.7

2,9

2.4

2.7

2.8

2.1

2.5

3.4

3.6

3.0

3.8

1,9

2.45

3.35

3.0

2.7

2.6

4,9

3.5

1,0

1,1

1.1

1.3

1.5

1.5

1.5

1.3

1.4

1.2

1.5

1.5

1.4

1.55

1.4

1.7

1.45

2.0

2.0

1.7

1.3

1.3

1.6

1.5

1.6

2.5

2.4

2.2

2.2

1.6

2.1

2.3

2.2

2.4

2.6

2.3

1.5

2.7

2.2

2.2

2.8

3.7

3.6

0.4

0.25

0.35

0.3

0。 3

0.3

0.3

0.3

0,3

0.4

0,4

0,3

0.4

0.2

0.3

0.3

0.25

0.5

0.4

0.4

03
0.5

0.3

0.5

0.45

07

0,3

0.6

0.5

0.6

0.3

0.8

1.0

0.5

0.6

0.4

07

0.8

1.0

0.7

0.7

1,4

0。 9

1.45

6.0

6.1

4.68

5,1

1.5

2.1

8,1

6.12

3.6

7.22

18.9

15.55

はぼ対称

非 対称

″

ほぼ対称

″

非 対称

ほぼ対称

非 対称

非 対称
″

対称

非 対称
//

対称

非 対称

画

面

面

両

片

両
//

″

″

//

面

画

　

　

面

面

″

″

　

　

″

″

″

″

″

″

ク

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ク

ク

″

″

一

片

両

　

　

片

両

両 端

尖端 。一端

)び

尖 端

尖端・一端

一 端

尖端 。一端

尖端 。一端

尖 端

一 端

)ぢ

一 端

尖 端

尖 端

端

一　
一　
一

凸両

//

″

//

//

″

ク

//

//

″

//

//

//

″

//

″

″

//

//

″

″

片面凸

三角形

両 凸

″

片面凹

両 凸

四角形

両 凸

片面凸

両 凸

″

″

//

″

三角形

両 凸

四角形

両 凸
//

1弥
生軍期層

″前期貝層中

″中期層

″中期貝層B
″前期貝層中

″中期貝層B
″中期層

″中期貝層B

弥生前期層

″中期貝層B
ク前期貝層中
//     ″

//    ″

//     ″

″     ″

弥生中期層

弥生前期貝層中

ク中期層
//

″

弥生前期貝層中

弥生中期層
//

//

″

″

//

弥生中期貝層B
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第177図  石器実測図(7)

表21石 剣 計 測 表

噺図番号 最 大
(c2)

長 最 大 幅
(θ力)

最 大 厚
(¢″)

特 徴 重 石 材 時 期

1

2

3

4

5

6

7

16.3

16.5

10.1

8.0

7.9

8.6

6.4

3.4

3.5

4.1

3.8

4.5

3.0

3.3

1.0

1.3

1.4

1.0

0,8

0,7

0。 7

短剣型、完形
//      //

″  刃部のみ

鉄父」型

″  2孔 ア′

″       //

未成品?

80

104

54

40

38

26.0

24,0

黒色片岩

″

″

//

//

″

//

弥 生 中 期
//

″

//

″

//

//
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第184図  石器実測図(14)
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表22肩 平 石 斧 計 測 表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

1.1

1.6

1.3

1,2

1.8

2.3

2,9

2.7

2.5

3.3

3.0

2.8

3.3

3.7

2.9

4.8

5.0

4.5

7.0

6.2

3.8

3.5

1.0

1.0

1,6

0,6

0.9

0,9

2.0

0.8

2,7

1,0

0.8

1.0

0.9

1.1

1.3

1,6

2.3

1.9

2.2

1.7

1.6

1,7

18

26

8

14

34

6.6

6.5

5.3

4,7

4.4

7.4

8.8

6.6

10.2

6.3

5,4

6.9

8,3

4.9

5.4

4.5

18.6

4.0

8.8

8.9

6.0

7.9

刃

刃

刃

片

両

片

″

″

″

″

//

95 1泥質片岩

271頁  岩

17 1頁    岩 前～中期

″

//

″

//

//

//

//

//

″

//

//

//

//

″

″

″

//

″

//

″

//

NKW-30
NKW-34
NKW-35
NKW 22
NKW-18
NKW-13
NKW-31
NKW-20
NKW-33
NKW-15
NKW下 23

NKW-24
NKW-16
NKW-14
NKW-21
NKW-17
NKW-29
NKW-19
NKW-27
NKW-28
NKW-26
NKW-25

ク

″

″

″

９

う

。

片

片

″

//

9

9

9

″

″

//

//

//

″

″

//

//

//

120

42

25

36

54

36

46

59

380

49

250

168

49 1砂質頁岩

811頁  岩

表23挟 入 柱 状 片 刃 石 斧 計 測 表

考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

A段階
//

B段階
//

″

″

″

″

″

″

C段階
//

″

//

″

″

//

″

15。 3

14.1

12.2

10.2

9.5

12.8

10,9

9.4

10.5

22.6

24.9

9.0

13,9

13.9

12.3

15.5

6.5

12.4

4.4

5,0

3,8

5.1

4.9

3.6

4.3

2.7

3.2

3.3

4.0

4.2

3.2

3.7

3.5

3.1

3.2

3.2

450

492

305

285

329

475

468

108

148

765

590

248

364

242

334

118

330

緑色頁岩

//

″

″

//

//

″

//

″

″

//

″

砂質片岩

緑色頁岩

″

//

″

前～中期

″

//

//

″

//

″

″

″

″

″

//

″

″

″

″

//

NKT-3
NKT-2
NKW-37
NKW-48
NKW-38
NKW-44
NKW-39
NKW-42
NKW-40
NKW-46
NKW-36
NKT-4
NKW-48
NKT-5
NKW-49
NKW-47
NKW-41
NKW-45

完 成 度 1最 大 長 1最 大 幅 1重
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表24石 鎌 計 測 表

考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

16.1

13.5

14.5

11.0

10.3

8.8

7.6

10.4

8.8

16.9

16.5

13.9

21.0

4.6

6.8

7.4

5.9

4.9

5.4

4.3

5.7

5.5

4.6

6.2

5.3

7.0

1.0

1.1

1.8

1,5

1.3

1.8

1.2

1.0

1.4

0.7

1.2

2.0

2.4

磨   製

打製+局部磨製

″

″

//

//

″

打   製
//

//

//

″

″

緑色頁岩
//

//

//

//

″

//

//

//

//

//

//

//

NKY-36
NKU-56
NKU-57
NKU-55
NKY-39
NKU-51
NKU-52
NKU-53
NKU-48
NKU-54
NKU-50
NKU-49
NKH-74

前 期
//

″

″

//

″

//

″

//

ク

//

″

″

大

切

大

働
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7点、打製石鎌 6点である。石材は比較的象1離 しやすいものが使用されてお り、粘板岩、

頁岩、緑色凝灰岩といったものがみられる。使用された素材は、横長の象1片素材、もしく

は痛平な自然石を利用したもので、一長側辺部を刃部とし、もう片方を背部とする。製作

技法は刃部は直線刃 (3・ 6)、 内湾刃 (1・ 2・ 4・ 5。 ■～13)と やや内湾気味 (7

～ 9)の ものにわけることができる。

打製石鎌 (10～ 13)中 央面に主要素1離面もしくは自然面を残 しながら周縁部に粗い調

整崇J離を加えている。縁辺部の崇↓離痕はやや深 く、ほとんどが階段状の象」離調整がなされ

ている。縄文時代の打製石器の製作方法とほとんど変化はないようだ。10は象1片素材の腹

面部を大きく残 したままで、背面部に粗い調整痕を残す。■・12も 自然面、または主要象J

離面を残しながら縁辺部を簡単に打ち欠いている。13は大形品で、刃部中央部がやや半円

状にえぐれている。

局部磨製石鎌 (1～ 8)い ずれも粗い崇1離調整の後、部分的に研磨を施 している。 1

と7は先端部が残存 している。とくに 1は形状がシャープで、厚さも薄 く、断面は両端と

も鋭 く尖る。研磨は刃部中心に念入 りに磨かれている。わずかだが刃こばれと思われる使

用痕もみられる。その他の石鎌は縁辺部近 くを部分的に研磨している。

西川津遺跡からは多数の石鎌が出土しているにもかかわらず、磨製のものは 1点 も検出

されなかった。また、出上 した石鎌も未成品と言ってもいいような象↓離調整が雑なものば

か りであった。このことは後述する石包丁についても言えることで、調整不十分の石器を

成品として使用 しているのが西川津遺跡の特徴であろう。

中国地方において一遺跡で最も多くの出土量を誇るのは山口県の綾羅木遺跡で、西川津

遺跡はそれに次 ぐものである。
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1.松江市西川津遺跡出土木製品の樹種について ……………………・渡 辺 正 巳 (244)

2.西川津遺跡弥生中期相当層から検出された

動物遺存体について ………………… 井 上 貴 央 (261)
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1。 松江市西川津遺跡出土木製品の樹種について

佛
'II崎

地 質 辺

Iは じ め に

国内各地で低湿地に埋没する遺跡の調査が行われている。島根県では近年、松江市のタ

テチョウ遺跡 。中竹矢遺跡・才ノ峠遺跡・布田遺跡などの低湿地での遺跡の調査が行われ

ている。これらの遺跡においては他の立地条件の遺跡とことな り、種子・果実・葉・材な

どの大型植物遺体はもとより様々な種類の遺物が出土する。それらを総合的に検討するこ

とにより、当時の生活様式や環境の解明が行われる可能性を持っている。

今回、 島根県教育委員会が 1983年度 から1985年度にかけて 松江市西川津遺跡海崎地区

に (第 193図 )おいて行った調査により出上 した木製品の樹種同定を行 う機会をえた。 こ

の内本編では、弥生中期を中心にした 349点の試料について報告する。 同時に採取された

流木については、大西ほか (印刷中)において記載済みである。本編においては、筆針葉

樹と、一部の広葉樹についてのみ記載を行い、不明点のあるものについては散孔材、環孔

材と言 う記述にとどめた。これらについては続報で明らかにして行きたい。また、農具と

その用材についての若千の考察を行った。

I 遺跡の概要

松江市の北東部を流れる朝酌川流域一帯には、低湿地遺跡が広 く分布 してお り、上流部

を西川津遺跡、下流部をタテチ ョウ遺跡と呼んでいる。西川津遺跡では、島根県教育委員

会により1979年の試掘調査以来、 2年間の試掘調査と5年間の本調査が行われてきた (島

根県教育委員会、1980、 1981,島根県土木部河川課・ 島根県教育委員会、1987a)。

これまで、両遺跡は縄文時代早期から中世に至る遺跡であ り、土器、石器などに混ざっ

て多 くの植物遺物、動物遺物が出土 したことが報告されている (島根県教育委員会、1974、

1980、 1981;島 根県土木部河川課・島根県教育委員会、1987a、 1987b)。

西川津遺跡では弥生時代前期から中期にかけての期間の遺物が多 く、この時代の貝塚群

や堀立柱の柱穴も見つかっている。タテチ ョウ遺跡においても同時期と考えられる出土遺

巳正渡
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物は存在するが、人間の生活 した跡は未だ報告されていない。

これらの遺跡においては、従来から継続的に花粉分析が行われてお り、およそ縄文時代

後半から現在に至るまでの花粉分帯が行われている (大西、1974,大西・渡辺、1987a、

b、  C)。

大型植物遺物については、西川津遺跡において内田 (1987)が 、縄文時代のものと考え

られる種子、実などを、渡辺 (1987)が 縄文時代の鈷型木製品の記載を行っている また、

タテチョウ遺跡においては粉川 (1974)の 報告があるが、出土層準不明の試料のため時代

的な考察は行われていない。

Ⅲ 試料の処理方法

樹種鑑定を行 うにあた り、試料にできるかぎり損傷を与えないように注意し、横断面・

接線断面 。放射断面の切片を作 り、サフラエンで染色した後、カナダバルサムで封入し永

久プレパラー トを作成 した。このプレパラー トを顕微鏡下で観察 し内部形態的特徴から樹

種の同定を行った。

Ⅳ 本材の記載及び結果

樹種同定に至った根拠を以下に示す [用語は島地ほか(1985)に 準 じた ]。 樹種同定は、

小林 (1957)、 鈴木・能代 (1986)、 須藤 (1959)、 能代・鈴木 (1987a)の 記載を参考に

し、現生標本のあるものについてはそれを参考にした。 試 料 の 同定結果を表26に 示す。

1)モ ミ属 4うケθS sp.(10試料 )

仮道管、放射柔細胞、傷害樹脂道からなる針葉樹材で、早材から晩材への移行はゆるや

かである。放射柔細胞早材部の分野壁孔はスギ型であ り、末端壁はじゅず状であるなどか

ら、モ ミ属であると同定できる。モ ミ属にはモ ミ、ウラジロモ ミなどいくつかの種が存在

するが、区別が困難なのでモ ミ属としておく。

2)ヒ ノキ属 C力α陶,9り少αγλ Sp.(12試料 )

仮道管、樹脂細胞、放射樹脂細胞からなる針葉樹材で、早材から晩材への移行はややゆ
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るやかで、樹脂細胞は晩材に偏在する。放射柔細胞早材部の分野壁孔はヒノキ型で 2個存

在するなどからヒノキ属であると同定できる。 ヒノキ属には、ヒノキ、サフラなどいくつ

かの種が存在するが、区別が困難なのでヒノキ属としておく。

3)ス ギ C7ダ少ιθttιttα ブ,夕θηλα(L.f。)D.Don(56試料)

仮道管、樹脂細胞、放射樹脂細胞からなる針葉樹材で、早材から晩材への移行は急であ

る。放射柔細胞早材部の分野壁孔はスギ型で2個存在するなどからスギであると同定でき

る。

4)イ ヌガヤ属 C滋柳吻Jοサ閉脇S spp.(14試料 )

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材で、晩材の巾が非常にせまく年輪界は

やや不明瞭である。仮道管には螺旋肥厚が明瞭であるなどからイヌガヤ属であると同定で

きる。イヌガヤ属にはイヌガヤ、ハイイヌガヤがあるが区別が困難なのでイヌガヤ属とし

て消く。

5)イ チイ属 a″クs sp.(1試料 )

仮道管、放射柔細胞からなる針葉樹材で、晩材の巾が非常にせまく年輪界がやや不粥瞭

である。仮道管には螺旋肥厚が明瞭であるなどからイチイであると考えられるが、本地域

に近い大山には同属のキャラボクが生育 してお り、対比標本がたいことから今回はイナイ

属としておく。

6)ク リ  C雰サα%ια εγι%αサα Sieb. et Zucc.(1言 武料 )

年輪に沿って大型の道管が単独で数列に並んでいる環孔材で、成長方向に向かって徐々

に道管の軽を減 じていく。孔圏外道管は火炎状配列を示 し、道管穿孔は単穿孔。放射組織

は単列できわめて低い同性放射組織型であることなどからクリと同定した。

7)ス ダ ジ イ  Cα Sサα%ψ sλ 磁 鋤 筋 Var・ Sieboldii(MAKINO)NAKAI(3試 料 )

年輸に沿って中庸の道管が単独で並んでいる環孔材で、孔圏外道管は 火 炎 状 配列を示

し、道管穿孔は単穿孔。放射組織は単列できわめて低い同性放射組織型であることなどか

らスダジイと同定した。
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8)コ ナラ節 QuercuS(SeCt,Prinus)Spp。 (1試料 )

年輪に沿ってやや大きい中庸の道管が単独で並んでいる環孔材で、角ばった孔圏外道管

は火炎状配列を示す。道管穿孔は単穿孔。放射組織は単列できわめて低い同性放射組織型

のものと複合放射組織があることなどから、コナラ節と同定した。 コナラ節にはヨナラ、

ミズナラなどのいくつかの種が存在するが、区別が困難なのでコナラ節としておく。

9)ア カガシ亜属 QuercuS(CyC10.)Spp.(202試料 )

中庸の道管が単独で配列する放射孔材で、道管穿孔は単穿孔。軸方向柔細胞は、 1ない

し数細胞巾の独立帯状柔組織を示すことが多い。放射組織は単列できわめて低い同性放射

組織型のものと複合放射組織があることなどから、アカガシ亜属と同定した。アカガシ亜

属にはい くつかの種が存在す るば、区別が困難なのでアカガシ亜属 としてお く。

V 考 察

今回得られた結果より、西川津遺跡では弥生時代中期においてすでに農具その他の木製

品の用材が決っていたと考えられる。このことは、伊藤ほか (1987)に よりまとめられた

全国のとよく一致する。 しか し西川津遺跡において、 どの時代にどの木製品の 用材が決

っていったかは、 弥生中期以前の資料が 不足 しているために明かではない。 また、 現在

(1987年末)ま でに島根県下で報告されている低湿地遺跡の内、木製品の出土が多量に報

告されている遺跡には、松江市竹矢町の布田遺跡 。中竹矢遺跡 。才ノ峠遺跡 (島根県教育

委員会、1983)。 西川津町のタテチ ョウ遺跡 (島根県教育委員会、1974)と 、今回の報告

にある西川津遺跡 (渡部、1987)があるが、何れも試料数が少ないため、比較の対照とな

り難い。

また、表26に 示されているように、鍬とされているもののうち明らかに実用に向かない

樹種で作られているものがある。これは西川津遺跡においても当てはまる。また、西川津

遺跡においてこの様な農具のほとんどが小型であ り実用的でないことなどから、祭祈等に

使われた可能性も考えられる。

Ⅵ ま

① 松江市西川津遺跡より出土した弥生時代前期より、古墳時代前期にかけての木製品

349試料についての樹種鑑定をした。

め
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② 樹種鑑定の結果、針葉樹5分類群、広葉樹6分類群に分けられた。

③ 弥生時代中期に、西川津遺跡では鍬・鋤の用材がほぼ決定していたと考えられる。

④ 鋤・鍬の内、明らかに実用に適さない樹種で作られたものが存在した。これらは祭

祈等で使用されていた可能性もある。
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文化課片山礼子氏には永久プレパラー ト作 りに御協力頂いた。今回の報告をまとめるにあ

た りここに厚 く感謝の意を表 したい。
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第198図  西川津遺跡位置図

表25 鍬類の用材と時代の変遷 (伊藤ほか1987を もとに編集)

組文晩期
1弥

生前期
1前

期
FF期1 

中期
1中

期
雇期1 

後期
F鏡昂曇F鏡屠最酸鏡童

墳
1 
古墳奈良

1奈

良
予安i 

平安

アカガシ亜属 19   1   27 92 9 l

クスノキ 2 1 2 4

センダン  | 1

1

コナ
F爆)|

ユ

ムクロジ 1 1 11
アオダモ  | ユ

ユズリアヽ  | ユ

ケヤキ

シイノキ属

キハダ

ネムノキ

サカ■

クリ

イスノキ

スギ



弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

方生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

方生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

有頭柄

鋤?

蓋 Or容器 (未)

有頭棒

広鍬 (未)

鍬 Or鋤の柄

下駄付広鍬
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ヤス状木製品
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ヤス状木製品
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みかん割
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みかん害」り
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やす
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容器

板状木製品 (未)

杭
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アカガシ亜属
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スギ

クリ

散孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガツ亜属

散孔材

アカガシ亜属

モ ミ属

モ ミ属 ?

モ ミ属

イヌガヤ属

モ ミ属 ?

モ ミ属 ?

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

スギ

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

アカガシ亜属
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スギ

スギ

ヒノキ属

未鑑定
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スダジイ
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アカガシ亜属
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アカガシ亜属
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号番 代時 名品製 種樹 考備

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

方生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

鋤?(未)

柄

下駄付広鍬

下駄付広鍬

有頭棒

広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬
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板状木製品 (未)

鋤 ?
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丸鍬 (未)

広鍬
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下駄付広鍬 (未)
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広鍬
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アカガシ亜属
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未鑑定
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未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定
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未鑑定

未鑑定

未鑑定
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未鑑定
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0

0

0

0
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0
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1
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3

4

5

6

7

8

9
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11

12

13
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17
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19
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期
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弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期
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下駄付広鍬 (未)

柱

広鍬

有頭棒

下駄付広鍬

柱

柱

柱

栓

弓

みかん割

みかん割

みかん害」

みかん割

鋤

みかん割

みかん割

鋤 (未)

みかん割

みかん割

みかん割

みかん割

板状木製品

板状木製品 (未)

板状木製品

板状木製品

板状木製品 (未)

みかん割切れ端

みかん割切れ端

板状木製品

切れ端

切れ端

農具の切れ端

切れ端

鋤 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

未鑑定

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガツ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

NKM-418
//  ―- 420

″  ―- 424
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35

86

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

73

74

75

76

77

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

方生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

下駄付広鍬 (未)

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

広鍬

広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

下駄付広鍬

広鍬

下駄付広鍬

えぶ り (未)

火鑽 り臼

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

みかん割

広鍬 (未)

広鍬 (未)

丸鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬 (未)?
広鍬 (未)

広鍬 (未)

広鍬

広鍬

広鍬 ?

鍬の柄

広鍬 (手鍬)

広鍬

鋤の切れ端 ?

広鍬

狭鍬

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガツ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

環孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

散孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

NKM―
″  ――

ク  ーー

//  一―

ク  ーー

//  ―

″  ――

//  ――

″  ――

//  ――

//  ――

ク  ー

//  ――

″  ――

ク  ーー

//  ――

″  ――

″  ――

//  ―

″  ――

//  ――

″  ――

//  ――

//  ――

ク  ー

//  ――

ク  ーー

//  ――

//  ――

″  ――

//  ――

ク  ーー

//  ――

//  ――

″  ――

//  ――

″  ――

//  ――

//  ――

//  ――

//  ――

″  ――

″  ――

″  ――

6

74

233

368

67

48

182

214

3

57

43

327

317

204

105

26

114

196

107

17

92

341

340

184

263

136

135

131

127

170

119

120

24

96

15

173

193

245

35

35

2

32

65

212

―-254-―



号 時

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

狭鍬

狭鍬

狭鍬

広鍬

狭鍬

広鍬

広鍬

又鍬

広鍬 (未)

鍬の柄

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

鍬丸 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

九鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)

丸鍬

丸鍬

丸鍬

九鍬

鋤

鋤 (未)

鋤の柄 (未)

なすび形鋤

なすび形鋤

用途不明木製品

鋤

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

ヒノキ属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

アカガシ亜属

放射孔材

未鑑定

樹 考

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

３５８
７７
７２
２８
９５
３０
鶴
４０
１８
５

‐９０
３６７
２．‐
１８５
２７
８

・２．
．
７

‐２８
腱
９。
∞
‐８７
駆
‐４
２３
‐２４
２０８
２２
３７０
６８
２５８
７６
４‐‐
１８８
９７
２５４
５５
６２
・５４
弱
２０．
３０７

Ｍ一

一

一

一

一

一

一

一

一

十

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｋ

″

ク

ク

″

ク

″

ク

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ク

″

″

Ｎ

―-255-―



時  代 1製 品 名 1樹  種 1備  考

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

457

458

159

160

161

162

163

164

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

方生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

方生中期

弥生中期

弥生中期

なすび形鋤

なすび形鋤

鋤

鋤

鋤

不明木製品

鋤

鋤

鋤

鋤

鋤

鋤の柄?

切れ端 ?

鋤?(未)

鋤

鋤 (未)

鋤 (未)

鍬 (未)?
鋤

鋤

鋤

杯

鋤状木製品

鋤

杯

鋤

鋤状木製品

みかん割切れ端

切れ端

作業台

みかん割切れ端

切れ端

砧

砧 (未)

田下駄 ?

田下駄 ?

田下駄

田下駄

田下駄 ?

丸鍬 (未)

鋤 (未)

みかん割

みかん割

枕 。r柱

アカガシ亜属

アカガツ亜属

未鑑定

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

壌孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

スギ

モミ属

スギ

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガン亜属

クリ

アカガシ亜属

散孔材

散孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

スギ

スギ

モミ属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

ヒノキ属

NKM-232
″  ―-  34

″  ―- 421

″  ―- 326

″  ―- 324

″  ―-  4
//  ―- 360

//  ―- 343

//  ―- 380

″  ―- 143

// -243
//  ―- 349

″  ―- 29

″  ―- 198

″  ―-  73

″  ―- 160

″  ―-  63

″  ―-  25

//  - 19

″  ―- 167

//  ―- 225

//  ―-  85

//  ―-  71

//  ―- 108

″  ―-  84

″  ―- 408

//  ―-  75

″  ―- 250

//  ―- 249

″  ―- 213

″  ―- 137

″  ―- 331

″  - 142
//  ―- 122

//  ―- 244

//  ―- 257

//  ―-  33

″  ―- 146

//  ―- 199

″  ―- 133

″  ―- 149

″  ―- 274

″  ―- 265

//  ―- 305

―-256-―



番   号 時 代 製  品  名 樹 種 考備

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

柱

鋤 (未)

みかん割

板状木製品

みかん割

みかん割 (鍬 (未))

たも Orて んびん

たも

板状木製品 (未)

板状木製品

板状木製品

田下駄?(未)

板状木製品

板状木製品

板状木製品

紡繊具?

部材

用途不明

鋤 (未)

土用穴あけ道具

土用穴あけ道具

用途不甥木製品

やす

やす

やす

用途不明

不明木製品

有頭棒

有頭棒

紡織機

紡織具

鋤の柄

有頭棒

有頭棒

もえさし

ヘラ状木製品

鳥形木製品

梯子

梯子

柱

柱

杭 Or柱

高杯 (未)

容器

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

スギ

アカガツ亜属

アカガシ亜属

モミ属

モミ属

アカガシ亜属

スギ

スギ

環孔材

スギ

アカガシ亜属

スギ

散孔材

スギ

スギ

アカガン亜属

未鑑定

イヌガヤ属

スギ

未鑑定

未鑑定

未鑑定

散孔材

未鑑定

スダジイ

散孔材

散孔材

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

イヌガヤ属

未鑑定

アカガシ亜属

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

環孔材

環孔材

環孔材

NKM-412
//  ―- 269

″  ―- 292

//  ―- 287

″  ―- 293

//  ―- 266

″  ―- 60
//  ―- 455

// -342
//  ―- 207

″  ―- 268

//  ―-217
//  -218

″  ―- 246

//  ―- 369

//  ―- 335

//  ―- 255

//  一- 353

″  ―-253
//  ―- 404

//  ―- 301

//  ―- 178

″  ―- 423

//  -318

ク  ーー 359

″  ―- 338

// -431
//  ―- 153

″  ―-  38

//  ―- 156

//  ―-  52

//  ―- 336

//  ―- 176

//  ―-  99

″  ―- 422

″  ―- 145

″ -152
//  ―- 150

//  ―- 171

// -162
//  ―- 273

//  -344
//  ―- 355

″  ―- 110

-257-―



号番 代時 名口
ｍ製 種樹 考備

200

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

方生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

休生後期

台付き容器

高杯

高杯

高杯?

高杯

高杯 (四角)

高杯

高杯

容器

議

ひょうたん

用途不明 (浮 き)

こて状木製品

柄杓?(未)

コップ (未)

コップ (未)

コップ?

柄杓

柄杓

匙

匙

匙

匙

匙

匙

匙

匙

匙 Or舟形木製品

用途不明

櫛

″

//

//

かんざし?

α‖

下駄付広鍬 (未)

狭鍬 (未)

広鍬

広鍬

丸鍬 ?

狭鍬

なすび形鋤

鋤

鋤状木製品

環孔材

環孔材

未鑑定

環孔材

環孔材

環孔材

環孔材

環孔材

スギ

環孔材

未鑑定

未鑑定

環孔材

環孔材

壌孔材

環孔材

環孔材

環孔材

壊孔材

散孔材

未鑑定

散孔材

イヌガヤ属

散孔材

環孔材

未鑑定

娯孔材

壌孔材

未鑑定
//

//

″

″

//

//

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

未鑑定

スギ

NKM- 89
″ -49
″  ―- 298

//  - 328

//  ―- 303

″  ―-  78

″ -93
″  ―- 46
″  -210
″  ―- 101

//  ―- 311

″  -310
″  ―-  80

//  ―- 273

//  ―- 123

//  ―- 134

″  ―- 47
″  ―- 104

″  ―- 88
″  ―-  98

//  ―-419
″  ―- 356

// -205
//  ―- 330

//  ―- 130

ク  ーー315

″  ―- 102

″  ―-  79

ク  ーー 320

//  ―- 453

//  ―- 239

//  ―- 436

//  ―- 436

″  ―- 447

//  ―- 448

//  ―-  10

//  ―- 186

//  ―- 221

//  -312

″
‐ ―- 346

″  ―- 230

//  ―- 361

//  ―- 221

″  ―- 165

-258-―



253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

289

890

291

292

298

294

弥生後期

弥生後期

方生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

古墳前期

丸鍬 (未)

丸鍬 (未)?
丸鍬 (未)?
広鍬 Or丸鍬

板状木製品

なすび形鋤

なすび形鋤

なすび形鋤

板状木製品

砧 (未)

砧

砧

田下駄

田下駄

田下駄

田下駄

部材

部材

有頭棒

有頭棒

やす

やす

樋状木製品

広鍬 (未)

石斧の柄

鉄斧の柄 (未)

鉄斧の柄

杭

柱

柱

柱

下駄付広鍬

広鍬

なすび形鋤

なすび形鋤

なすび形鋤

鋤

鋤の柄

鋤

田下駄

田下駄

田下駄 ?

板状木製品

田下駄

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

アカガシ亜属

スギ

アカガシ亜属

未鑑定

アカガシ亜属

スギ?

散孔材

イヌガヤ属

アカガシ亜属

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

ヒノキ属

イヌガヤ属

未鑑定

未鑑定

スギ

アカガシ亜属

アカガシ亜属
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2.西川津遺跡弥生中期相当層から検出された

動物遺存体について

鳥取大学医学部解剖宰第二講座  井  上  貴  央

1. は じ め に

島根県松江市西川津遺跡からは、縄文前期、弥生前期、弥生中期の動物遺存体が多数検

出されている。前回の報告書では、縄文前期相当層から検出された動物遺存体を報告 した

が、今回は弥生中期の動物遺存体を報告する。弥生前期相当層については、現在、水洗な

どの処理がおこなわれてお り、次回に報告する予定である。

ところで、西川津遺跡は、宍道湖と中海を結ぶ低湿地に開けた遺跡で、これらの湖沼の

古地理学的な変遷を考えると、この遺跡から検出される動物遺存体にも当然なんらかの変

遷が認められるはずである。実際、今回報告する弥生中期から検出された動物遺存体は、

その種の構成要素が縄文前期のものと著 しく異なってお り、このあいだをうめる弥生前期

からどの様な動物遺体が検出されるか、興味深いものがある。次回の調査によって、西川

津遺跡をめ ぐる動物相の変遷が明らかにできるものと考えているが、とりあえず、今回は

弥生中期相当層から検出された動物遺存体について報告 し、本遺跡の総括は次回におこな

いたい。

2.遺 物含有層と骨の検出状況

今回報告する骨は、弥生時代中期相当層のシジミを中心とする貝塚から検出されたもの

である。骨は発掘担当者によって取 り上げられ水洗の後、筆者に分析を依頼されたもので

ある。骨の検出状況等については、別章で詳述されているので別章を参照されたい。検出

された骨にはほとんど水磨による摩耗痕が認められない。

検出された動物遺存体は、保存状態が良好で、細部まで観察が可能である。骨の表面に

は、低湿地遺跡から検出された骨によく認められる藍鉄鉱の付着を認めるものもあるが数

は少ない。大部分の骨は茶褐色～淡黄褐色を呈する。火を受けて白色～黒色を呈する骨は

ほとんど認められない。
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3.検 出された動物遺存体

本遺跡で検出された動物遺存体は次の如 くである。軟体動物については別に論 じられ る

ので、 これは除いてある。

哺乳動物綱 MAMMALIA

霊長 目 Primates

ニホンザル 地物じα¢ 力ぬ陸サ,

食肉目 Carnivora

アナグマ Mcとθs%ゼ′餐

タヌキ 酌 C才″ゼクサ盗 υゲυη狗%%s

ィタチ 鋤協sサιJ,vう″ん,

署歯 目 Rodentia

ムリーナビ Fセカタ万st,Jι %δοξ♂ηノS

偶蹄 目 Artiodactyla

ニホンシカ Cι夕η%s%力″%

イノシシ S%Ss妙

鳥類綱 AVES

オオ ミズナギ ドリ C,′Oηπ″A Jι%ωttθttS

ハクチ ョウ C躍砕クS sp.

ツル科  GttS Sp.

スズガモ属 4πλ Sp.

スズメロ 虎 SSιγ夕S

両生類綱 AMPHIBIA

ヒキガエル B"う 勿ん ″夕ο%力%S

トノサマガエル Rα%α (買α%α)ηε卸 %αじ%物サα

ツチガエル R,ηα(R,ηα)幻娼りW

ヤマアカガエル 買α%α (Rα%α)θη筋力υ♂%サ万s

爬虫類綱 Rept� a

蛇類 Ophidia

硬骨魚綱 OSTEICHTHY ES

クロダイ 4じαηサカ9夕αど留%S“
"鍵

彰″
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スズキ と,サω′,肋ηπ力ゅο%力%S

カンダイ Sι%ゲωSり少力%Sγ冴力%虎″クS

マイ ワシ S,γ激功兜殆 %ゼ′,%οs′カサ笏s

ハゼ科 Gobiidae

アイナメ Frttαg/p物物 SOサαん″

フナ C"蠣SSゲ%s αttηサクs Jα%が
'ο

づ笏

ナマズ SゲJ%物s,soサクS

コチ P筋妙じ?タカαJクS力誠cクs

軟骨魚類綱 CHONDRICHTHYES

サ メ類 またはエイ類 Squali/Radji

l)哺乳動物

イノツシ

イノツシの主要検出骨 リス トを表27に示 した。 これでみる限 り、最小個体数は 4頭にな

るが、後述す るように下顎骨か ら判断すると、最小個体数は 6頭になる。今回検出された

弥生中期のイノンシは幼獣が多いのが特徴である。

表27 イノンンの部位別検出個体数
脳頭蓋、顔面頭蓋では原型をとどめているものは

存在 しない。後頭部を中心とした骨片が数10点検出

されているが、接続できない。従って、先に報告 し

たような本遺跡の縄文時代のイノシンに認められた

ような脳髄摘出が本遺跡の弥生中期にあったかどう

かについては今回の試料からは判断できない。

上顎骨では一部の歯牙が釘植 した左側上顎骨が 2

点検出されている。 1点は第 3、 第 4乳 Fヨ 歯を伴っ

た幼 獣であ り、 もうと点は第 4前日歯 から第 2日

歯に か け て の歯牙を伴った,咬耗著しい老獣であ

る。

下顎骨では、右側が 3点、左側が 3点検出されて

いる。歯の萌出程度や咬耗の具合いからみて、これ

らはすべて別個体のものであると考えられ、下顎骨

からみると少なくとも6頭のイノンシの骨が存在 し

ている。下顎は前日歯部で割られてお り、検出され
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表28.検出イノンシ下顎の年齢推定 (Age Groupの 基準は林ら (1977)に よる)

推定年齢 (週・月)

p4    MI
p9    p4

な し (MI未 萌出)

Ｉ

前以

Ｉ

た骨は前臼歯部から下顎枝にかけての部分が多い。各々の歯牙の釘植の様子と林ら(1977)

によるAge Groupを 示すと表28の ようになる。左下顎骨として、下顎枝の部分のみが検出

されているものが 1点あるが、この骨の前方には未萌出の第 3大臼歯が入っていたと思わ

れる歯槽隆があ り、 これから Age Group Ⅱのものと推定されたものである 歯牙の萌

出状態でイノンシの年齢を推定すると、いわゆる「 うり坊」に相当する ▲ge Groupが

I以前 (13週未満)の個体が 2頭、Age Group I(7～ 8ケ 月)が 2頭、Age Group

Ⅱ (19～ 20ケ 月)が 1頭、Age Group v(55ケ 月以上)が 1頭含まれている 総 じて若

い個体が多いが、この様な現象は松江市西川津縄文遺跡 (前期初頭 )、 米子市陰田縄文遺跡

(前期初頭)米子市 目久美縄文遺跡 (前期)には認められなかった点であ り、注目に値す

る。 2点の下顎骨には下顎枝に横方向の解体痕が認められてお り、咬筋などを切って下顎

をはずす際についたものであると考えられる。

環椎 (第 1顕椎)は 4点検出されている。そのほかに、検出時にはお互いに離れたとこ

ろから検出されたが、骨の同定の段階で、同一個体の連続 した部分と思われる頸椎が見つ

かっている。それは、軸椎 (第 2顕椎)か ら第 5頸椎にかけての部分である。この頸椎の

並びを観察すると、第 2顕椎の棘突起には破損が認められるが、発達の悪い第 3～第 5頸

椎の棘突起には破損が認められない。また、第 3～第 5頸椎の横突起には両側ともに破損

が認められる。これらの破損は固有背筋を切 り取るために打割を受けたためによるものと

考えてよいであろう。遺跡から検出されるシカやイノツシの椎骨には、犬などによってこ

れらの突起が咬みちぎられる場合があるといわれているが、この椎骨列の突起の破損状況

をみる限 り、犬の咬痕によるものとは思われない。寛骨では右側が 1点検出されているの

みである。

肩甲骨は右側が 1点、左側が 3点検出されている。上腕骨は近位端は 検 出 されておら

ず、右側遠位端が 1点、左側遠位端が 2点検出されている。解体痕が認められるものは 1

点あ り、遠位端の側面と後面に横方向の切痕が認められる。撓骨では、右側が 2点、左側

が 1点検出されている。撓骨の近位端前面には横方向の解体痕が認められるものが含まれ
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ている。尺骨は左が 1点検出されているのみで、 これは腕尺関節を中心 と した 部 分であ

る。

後肢骨では、大腿骨や膝蓋骨は検出されていない。睡骨では右側が 2点、左側が 3点検

出されている。 これ らの うち、左右各 1点が骨体部で、残 りは遠位端である。解体痕が認

め られる骨は 2点検出されてお り、 1点は左骨体部の外側部に、横方向の解体痕をみ とめ

る。 もう1点は右匹骨遠位端に認め られた もので、遠位端 よ り約 4c解上方の前面 と後面に

横方向の解体痕が、遠位端 よ り約 20π上方の前面内側か ら外側下方にかけて斜方向の解体

痕が認め られる。

足根骨では距骨は検出されて渚らず、踵骨が左右各 1点検出されているのみである。 こ

れ らの骨は、遺跡か ら検出され る場合、比較的 よく保存されてお り、検出され易い骨であ

るが、本遺跡では極めて少ない。手足の骨 としては、右第 3中手骨が 2点、左第 3中足骨

が 1点検出されている。指骨では、基節骨が 2点、末節骨が 4点検出されているが、中節

骨は検出されていない。

シカ

シカの主要検出骨 リス トを表29に 示 した。 これでみる限 り、 最小個体数は 5頭に なる

が、後述するように下顎骨から判断すると、最小個体数は 9頭になる。イノンシが幼獣が

数多 く検出されているのに対 し、シカは成獣が多 く検出されている。

イノンシと同様、顔面頭蓋や脳頭蓋の原型をとどめるシカの骨は検出されていない。検

表29.シカの部位別検出個体数
出された上顎と下顎の歯牙の釘植状況、咬耗示数、

及び推定年齢を表30に 示 した。 この表に示 した下顎

のうち、血 5の左下顎、配10の 右上顎、配14の 左上

顎は同一個体のものと考えられる。イノシンは乳歯

を伴った幼獣が多いのに対 し、シカは乳歯を伴った

幼獣は 1頭のみと少ない。ほとんどが生後 2年～10

年の成獣である。

ツカの下顎には解体痕が認められたものが多い。

ほとんどすべての下顎に何等かの解体痕が認められ

たといっても過言ではない。これらの解体痕は類側、

舌側ともに認められるが、頼側の方が頻度が多い。

解体痕は斜め前下方に向か うものと斜め後方に向か

うものとの2種類が認められた。これらの解体痕の

一-265-―

1右
鹿角

上顎骨

下顎骨

上腕骨

機骨

尺骨

中手骨

肩甲骨

椎骨

環権

軸椎

寛骨

大腿骨

匹骨

位

位

位

位

近

遠

近

遠

骨
　
　
　

骨

蓋

骨

骨

足

膝

距

題

中

部

酌
馳
馳
酔
馳



表30。 検出シカ上・下顎と推定年齢性別 (咬耗示数、計測値の基準は大泰司 (1980)に よる)

PI P2 P9 Ml Mっ

Mっ

MI Mっ

MI M2 MI

2  3  4

3    5    6

5    6

4    5    7

63.7

47.2

離定年始
(年)

6.5-8

4

1.8以 下

3-4

P2 P3 MI M2 M8

Pl P2 P3 MI M2 M0

P2 Pa MI M2

Pl  P2 P3

MI M2

右 1  1  1M3 M2 MI Pa P2 PI
2  1 Ms M2 MI P3 P2

3  1 Ma M2 Ml pa p2 pl
側 1  4 1M3 M2 MI P8 P2 Pl

線条はお互いに平行 して認められることから、ある一定の角度でもって筋肉を外 したもの

と考えられる。血 2と 配 8の下顎骨頼側面には細かいほぼ規貝J正 しい間隔を有する線条が

幅数θ筋にわたって観察された。この様な細かい規則的な解体痕は、これまで筆者がかかわ

ってきた山陰各地の縄文遺跡から検出された動物遺存体には認められなかったものである。

この解体痕はヘラ状の鉄器によって骨から筋をそぐようにしてはずす時についたものと考

えられ、規則正しい細かい線条は刃先の微細な刃こばれを反映 したものであろう。

鹿角では、ほぼ完形の右鹿角が 1点 と、鹿角の破片が 8点検出されている。破片には長

軸と直交する方向に認められた鉄斧のものと思われる加工痕や長軸方向に走る小刀状のも

のと考えられる加工痕が認めら

れるものが 3点含まれている。

ほぼ完形の鹿角は角座をつけて

お り、捕獲された後、鹿角をは

ず したものである。

環椎 (第 1頸椎)は 1点検出

されているのみで、軸椎 (第 2

顕椎)は検出されていない。肩 第194図 性別査定のためのシカ下顎計測点 (大泰司、1980に よる)
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甲骨は右側が 2点、左側が 2点検出されている。左側の肩甲骨は関節部を欠いている。肩

甲骨のうち2点に解体痕が認められた。これらはいずれも肩甲骨の肋骨面に認められ、ま

た、肩甲骨上縁、下縁にも認められた。

上腕骨は右側遠位端が3点、左側遠位端が 1点検出されてお り、近位端は検出されてい

ない。解体痕では、右側遠位端の前面外側に鉄斧のようなもので横方向に叩いたような解

体痕が認められるものが 1点、左側遠位端の前面外側に同様の解体痕が認められたものが

1点ある。これらの著明な解体痕がいずれも外側に認められたことは、当時のシカの解体

様式を知るうえで興味深い。

撓骨では、左側撓骨の近位端が 2点、右側撓骨の近位端が 1点右側撓骨の遠位端が 2点

検出されている。左側撓骨のうちの一つは近位端から骨体部にかけてのものであ り、遠位

端を欠く。検出されたすべての近位端前面に横方向の解体痕が認められた。遠位端には解

体痕は認められなかった。尺骨では、左尺骨の腕尺関節の部分が 1点検出されているのみ

である。

大腿骨では近位端の部分が左右各 1点検出されている。左側のものは大腿骨頭が存在す

るが、右側のものは打割を受けて欠損している。左側大腿骨頭直下の内側に横方向に走る

解体痕が認められた。睡骨では、左側胚骨の骨体の部分が 2点検出されてい る の み であ

る。踵骨は左側が 2点検出されている。距骨は右側が 4点、左側が 1点検出されている。

手足の骨では左中手骨が 1点、 中手骨の骨片が 2点、 右中足骨が 1点、 左中足骨が 1

点、中足骨片が 2点検出されている。左中手骨には骨折治癒が認められた。この骨の骨折

は骨折の種類からいえば斜骨折で骨折面がずれて癒合した後、骨折面断端の 骨 組 織 が吸

収、再生され新 しい骨構築をなしている。骨折面は近位関節面の内側下方 4C解のところか

ら外側下方 6θ初のところにかけて走っている。このため中手骨前面に走る溝が異常に弯曲

している。この骨の外側面には、外側方向から叩いたものと思われる横方向の解体痕が 4

ケ所にわたって認められた。この様な解体痕は遺跡から検出される骨には余 り認められな

いものである。このシカは狩猟された時点において左中足骨の部位の下肢は外反 していた

と考えられるが、解体に携わった弥生人が下肢が曲がっているシカを見て骨折治癒後の骨

が弯曲している部位を意識的に叩いているのは興味深い。指骨では基節骨が 9点、中節骨

が 2点検出されているが、末節骨は検出されていない。

ニ ホ ンザ ル

左下顎が 1点、遊離歯として検出された左下顎第 2大臼歯と右上顎第 2大臼歯が 1点づ

つ、左大腿骨近位端が検出されている。このうち、左下顎は下顎枝の部分を欠き、第 1小



臼歯から第 3大臼歯にかけての歯牙が釘植 しているが、第 1大臼歯を欠く。この第 1大臼

歯は先天的に久けているもので、歯牙の欠損例である。左大腿骨は近位骨端から骨体部に

かけてのものであるが、骨体部は Spiral fractureの 断面を示 し、人為的に割られたも

のものであることを示 している。

ムサ サ ビ

上顎切歯 と下顎切歯がそれぞれ 2本づつ、左側腫骨が 1点検出されている。

アナグマ

頭蓋骨が 2点 と下顎骨が 1点検出されている。頭蓋骨の うちの 1点は左右の上顎骨を と

もなった鼻部の部分であ り、眼富の前方で前額断されている。 もう1点は左上顎骨で矢状

方向に割 られているように見受け られる。下顎骨は右下顎骨の関節突起の部分である。

タ ヌキ

右下顎骨が 2点検出されている。一点は第 1前臼歯から第 1大臼歯にかけての歯牙が、

もう一点は第 2前日歯から第 1大臼歯にかけての歯牙が釘植 している。何れも下顎枝の後

部を欠いている。

イタチ

左上顎が 1点検出されている。そのほかに大きさから判断 してイタチのものらしい歯牙

が数点遊離歯として検出されているが、確言できない。

2)鳥類、両生類、爬虫類

ハクチョウは左尺骨の骨体部が 1点検出されている。解体痕は認めないが、割れ日の形

状からして人為的に割られたものであろう。オオ ミズナギ ドリは右翼状骨が 1点検出され

ている。また、ツル科の右大腿骨遠位端が 1点、スズカモ属の左上腕骨遠位端が 1点 と右

附際骨が 1点、スズメロと思われる胚骨が 1点検出されている。そのほか、種属を特定で

きない左附際骨が 1点 と胸骨側肋骨が 1点検出されている。

ヒキガエルでは左右の肩甲骨が各 1点、雄の左上腕骨が 1点、雌の左上腕骨が 1点、右

撓尺骨が 2点、左撓尺骨が 1点、右腸骨が 3点、左側仙骨が 1点、左匹DF骨が 1点検出さ

れている。ヤマアカガエルでは雌の右上腕骨が 1点、右腸骨が 4点、左腸骨が 2点検出さ

れている。ツチガエルでは雄の左上腕骨が 3点、Jttの 右上腕骨が 1点、雌の左上腕骨が 2

点検出されている。 トノサマガエルでは雌の左上腕骨が 1点、右腸骨が 1点、左腸骨が 3

点検出されている。カエル類では、この他にも種を特定できない椎骨 2点をふ くめ、歯骨

などの部分骨が数多 く検出されている。

爬虫類ではヘビのものと考えられる椎骨が 6点検出されている。

―-268-―



3)魚類

本遺跡から検出された魚種については先の リス トに挙げた通 りであるが、まだ未同定の

骨 も含まれている。今後さらに魚種の増える可能性がある。本遺跡の主要な魚骨はフナ、

クロダイ、スズキであるが、なかでもフナの検出数が最も多い。

本遺跡の魚骨で最も顕著なのがこのフナの主鰯蓋骨である。この主鯉蓋骨は右側では21

点、左側では23点 、 破片が103点検出されている。 これについで数多 く検出されているの

がフナの下鱚蓋骨で右側が32点、左側が38点検出されている。フナでは他に第 3脊椎が 1

点、他の部位の脊椎が 2点、下顎歯骨が 2点検出されている。これらの骨は現生種 と比較

検討 したところギンブナに一番近いと思われるが、ここでは一応フナとしておきたい。

ナマズは胸鰭条が 1点検出されている。各種のナマズと比較検討 したが、種を同定する

に至らなかった。

クロダイは左右の前上顎骨がそれぞれ 5点、左下顎歯骨が 1点、左右の上顎骨がそれぞ

れ 1点、右涙骨が 3点、左涙骨が 1点、左角骨が 2点、右前鰯蓋骨が 2点、左前鯉蓋骨が

1点、左右の舌顎骨がそれぞれ 1点検出されている。

カンダイは左前上顎骨の一部が 1点、右上咽頭骨が 1点、下咽頭骨の尾方部分の破片が

2点、同じく右方部分の破片が 1点検出されている。

スズキは左上顎骨が 3点、右下顎歯骨が 1点、左右の方形骨がそれぞれ 2点、左角骨が

2点、右主鰯蓋骨が 1点検出されている。

その他の魚骨としては、コチは右左の上顎骨がそれぞれ 1点 と脊椎が 2点検出されてい

る。ダツは左右の歯骨がそれぞれ 1点検出されている。ハゼは脊椎が 1点検出されている

のみである。マイワシは腹椎が 1点、尾椎が 1点検出されている。アイナメの仲間と考え

られる左前上顎骨が 1点、ニシン科のものと考えられる椎骨が 1点検出されている。

4.考 察

これまでに知られている山陰地方の弥生時代貝塚としては、出雲地方の矢野遺跡、知井

宮多聞院貝塚が知られているにすぎない。 これらの遺跡から、狩猟の対象となった動物遺

存体が検出されてはいるが、詳細な報告はなされていない。また、その他の弥生遺跡で動

物遺存体をともなった例としては、平田市猪ノロ洞窟遺跡や美保関町小浜洞窟遺跡などが

知られているが、これとても詳細な報告はなされておらず、最近になってタテチ ョウ遺跡

などで動物遺存体の分析がおこなわれるようになってきたのが現状である。今回発掘され
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た西川津弥生中期遺跡は、質量 ともにこれらの遺跡を上回 り、これまで資料の少なかった

山陰地方の動物相や当時の動物の解体様式や食生活を解明する上で貴重な遺跡である。

今回明らかにされた動物遺存体から特徴的なことをいくつか挙げてみよう。まず、今回

報告した弥生中期の西川津遺跡は、宍道湖近傍に立地 した遺跡であるが、そこで営まれた

漁携活動は、当時の朝酌川～宍道湖にかけて棲息 していたと思われる汽水～淡水性の魚種

を中心としている。前回報告した縄文前期の本遺跡の場合は、フグ、クロダイ、マダイ、

スズキなどが検出されているが、フグやマダイに関 しては、島根半島北岸での漁携活動、

もしくはこの地方との交易を考えざるをえなかった。今回検出された魚種の多くは、当時

の宍道湖の本遺跡周辺の環境下で捕れるものが大部分であ り、本遺跡の縄文初頭相当層か

ら検出されたフグやマダイは一点も検出されていない。当時の人々が稲作農耕をおこない

ながら、本遺跡に定着 した生活を送っていた一つの傍証ともみることができよう。 しか し、

一方では、縄文時代に引続き島根半島を越えての交流がおこなわれてきたに違いない。そ

れは、石器の原料として、隠岐島から運んできたと考えられる黒曜石の製品が数多 く検出

されていることに加え、カンダイ等の外洋性の魚や、ムラサキウニ等の遺跡の近傍では採

取不可能であった動物遺存体が本遺跡から検出されていることにもよる。

今回明らかになった本遺跡の動物種数は、これまで知られていた山陰地方の縄文遺跡か

ら検出された動物遺存体に比べて、極めて多彩である。検出された弥生の只層をすべて取

り上げ、水洗選別によって遺物を検出したとい う山陰では初めての発掘作業による事も大

であるが、同様の方式でなされた本遺跡の縄文時代の動物遺存体に比べても動物種は多岐

にわたっている。なかでも、ハクチョウ、カエル、ムササビの骨は山陰地方の動物遺存体

としては初めて検出されたものである。

次に、動物遺存体に占めるシカやイノンシの割合が低いことも一つの特徴である。今回

報告 した動物遺存体は、多数のヤマ トシジミを中心とした貝塚から検出されたものである

が、シジミやフナを中心とする漁携活動によって、シカやイノシシの狩猟活動の必要性が

少なくなってきたことによるものかも知れない。

イノシンとシカを比べてみると、シカが成獣～老獣を狩猟対象としているのに対 し、イ

ノシシは幼獣が多いことも本遺跡の動物遺存体の特徴といえよう。検出個体数が少ないの

で確言できないが、このことはイノツシの飼育がおこなわれていたことを示唆するものか

も知れない。金子と牛沢 (1980)は大阪の池上遺跡から出土したイノンシの年齢構成が低

いことや中国の遺跡から出上したイノシンの年齢構成の類似性から、イノシシが家畜化さ

れていた可能性があるとして記 している。池上遺跡から検出されたイノシシは第 3後臼歯
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が萌出するか しないかの時期のものが多いが、本遺跡から検出されたイノツシは乳歯を伴

うものが多 く、これよりはもっと若年の個体が多い。松井 (1986)に よると、大阪の亀井

遺跡は池上遺跡と同様なイノンシの年齢構成を示 したが、シカについても若い個体が多 く

認められるので、亀井遺跡の場合はイノンツの飼育を考えることは困難で、農耕開始に伴

う人口増加による狩猟圧が高まった結果、捕獲される動物が相対的に若令化したとみるほ

うが合理的であるとしている。 しかし、本遺跡の場合は、シカは幼獣が多いのに対 し、イ

ノシンは乳歯を伴 う幼獣が多い。検出された個体数が少ないので確言はできないが、イノ

シシの家畜化は念頭に消いておかなければならないであろう。

今回検出された動物骨で火を受けているものは極めて少ない。数 100点 にのぼる検出骨

のうち、火を受けているものはわずかに 2点である。正確な値は産出していないが、これ

までの山陰地方の縄文遺跡から検出された動物依存体に認められた火を受けた骨の割合に

比べると、極度に少ないと言わざるを得ない。

最後にイノシン、シカを中心とした動物の解体様式について触れておきたい。本遺跡か

ら検出された獣骨には、先にも述べたように数々の解体痕が確認された。その数は総 じて

縄文遺跡の動物の解体痕よりも多く、かつ明瞭なものが多い。これらの獣骨の検出層であ

る弥生中期 といえば、鉄器がかなり普及してきた時期であ り、解体痕の中には鉄器による

ものとしか考えられないものが存在 している。解体様式もほぼ定型化 していて、下顎骨に

付着する筋肉のはず しかた、四肢の打割の方向などに規貝1性が認められた。この点につい

ては、再度詳細な検討を加えて、別稿で粥らかにしたいと考えている。

5. お  わ  り  に

以上、本遺跡から検出された動物遺存体を報告したが、これまでに報告された山陰地方

の縄文時代の動物遺存体には認められなかったいくつかの所見が明らかになった。これま

でに発掘調査されたいくつかの貝塚の動物遺存体についても詳細な検討をおこなう必要性

を感 じている。

稿を終るにあた り、本遺跡の動物遺存体の検討の機会を与えて頂いた島根県文化課の内

田律雄氏を始め島根県教育委員会の関係各位に御礼申し上げる。また、国立科学博物館の

小野慶一、野刈谷保、国立奈良文化財研究所の松井章、千葉県立文化財センターの小宮孟

の諸氏には動物遺存体の同定に関してお世話になった。記 して御礼申し上げる。
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図版説 明

図版82(1～17,イ ノシシ。縮尺 ;すべて1/2)

1.左上顎 (p3を伴った幼獣)2.左上顎 (P4～M2)3.右 下顎 (p4、 Mlを有する幼獣 )

4.右下顎 (Ml～ M3、 咬耗はかな り進んでいる)5.右下顎 (p3、 p4を伴った幼獣)左下

顎 (下顎枝から下顎角に かけての部分)7.左下顎 (p3、 p4を 有 す る幼獣)8。 左下顎

(P4、 Mlを有する。Mlは萌出したばか り)9。 第 2顕椎 (軸椎)～第 5顕椎 (a;側面

観、b,腹面観。これら4個の椎骨はそれぞれ別の場所で検出されているが、同一個体の

ものであ り、このように交連可能である)1013.第 1顕椎 (環椎)14.右 肩甲骨 15-17.左

肩甲骨

図版83(1～24;イ ノツシ。縮尺 ;すべて1/2)

1.右上腕骨近位端 2-3.左上腕骨近位端 45。 右撓骨 (近位～骨体部)6.左撓骨近位端

7.左尺骨 8.右寛骨 9。 右胚骨骨体部 10。 左胚骨骨体部 ■.右胚骨遠位端 12-13.左 睡

骨 (骨体部～遠位端)14.右腫骨 15.左踵骨 16-17.基 節骨 1820,中節骨 21-24.朱 節

骨

図版84(1～■ ,シ カ。縮尺 ,すべて1/2)

1.左上顎 (M2、 M3)2.左上顎 (Ml、 M2)3。 右上顎 (Pl～ M3)4.右上顎 (P3～ M2)
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5,右上顎 (Ml～M3)6.左上顎 (Pl～M3)7.右 上顎 (P2～ M3)8.左右上顎 (6と 7の

上顎は同一個体のものであ り、これを組み合わせたもの。尚、この上顎に対応する下顎は

図版85の 6であって、これらを組み合わせた側面観を図版85の 10に示 した )9.右鹿角(角

座を有してお り、解体時にはずされたもの。 割口は新 しい )10-■ .加 工痕の残る鹿角片

図版85(1～10,シ カ。縮尺 ;すべて1/2)

1.右下顎 (試料番号 3、 pl～ p3、 Ml～M2を伴 う。 M3は未萌出)2.右下顎 (試料番号

1ヽ Pl～M3)3.右下顎 (試料番号 2、 P2～M3)4.右下顎 (試料番号 4、 Pl～M3)

5.左下顎 (試料番号 8、 Pl～ P3)6.左下顎 (試料番号 5、 P2～M3、 咬耗はかな り進ん

でいる。図版84の 6、 7の上顎と同一個体)7.左下顎 (試料番号 6、 Pl～M3)8.左下顎

(試料番号 7、 P2～M2)9・ 左下顎 (試料番号 9、 Ml～M2)10・ 左上下顎 (上顎 (図版

84の 6、 7)と 下顎 (図版85の 6)を組み合わせた側面観 )

図版86(1～21,シ カ。縮尺 ;すべて1/2)

1.軸椎 (第 1顕椎)2.左肩甲骨 34.右肩甲骨 5-7.右上腕骨遠位端 8.左上腕骨遠位端

9。 右撓骨近位端 1011.右撓骨遠位端 12-13.左 撓骨近位端 14.左尺骨 15.右大腿骨近

位端 (骨頭を欠 く)16.左 大腿骨近位端 17.右寛骨 18-19.左 寛骨 20-21.左 胚骨 (骨体

部 )

図版87(1～24,シ カ,25～27;ア ナグマ、28～29,タ ヌキ、30;イ タチ。縮尺 ,1～24

は1/2、 25～ 30は原寸 )

1-2.左腫骨 3-6.右距骨 7.左距骨 89。 中手骨片 10。 左中手骨 ■。中 足 骨片 12.右

中足骨 13a,b.左中足骨 (a;前面観、b;外側面観。斜骨折を起こし癒合治癒 したも

の。外側面には横方向に走る解体痕が認められる )1417.基節骨 18-24.中 節骨 25a,

b.ア ナグマ上顎 (a;上面観、b;下面観。眼富前方で前額断されている )26a,b.ア

ナグマ左上顎 (a;側面観、b;下面観)27.ア ナグマ右下顎骨関節突起の部分)28-29.

タヌキ右下顎骨 30a,b.イ タチ左上顎 (a;側面観、b;下面観 )

図版88(1～ 4;ニ ホンザル、 5～ 9;ム ササ ビ、10～■ ,ネ ズ ミ類、12;ハ クチ ョウ、

13,オ オ ミズナギ ドリ、14,ス ズメロ、15,ツ ル科、18～ 19,ス ズガモ属、14と 17;鳥類

種属不明、20～ 25,ヘ ビ類、26～37;ヒ キガエル、38～44,ヤ マアカガエル、45～50,ツ
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チガエル、51～ 55;ト ノサマガエル。縮尺 ,1と 4は1/2、 他は原寸 )

la,b.ニ ホンザル右下顎骨 (a;側面観、 b;上面観。Mlは先天的に欠損 している)2.

右上顎第 2大臼歯 3.左下顎第 2大国歯 4.左大腿骨 (骨体部は意識的に割 られた もので

ある)5-6.ム ササ ビ上顎切歯 作8.下顎切歯 9.左踵骨 10.ネ ズ ミ類右寛骨 ■ .ネ ズ ミ

類左寛骨 12.ハ クチ ョウ左尺骨骨体部 13。 オオ ミズナギ ドリ右翼状骨 14.鳥 類 胸側肋

骨 15.ス ズメロ匹骨 16。 ツル科右大腿骨遠位端 17.種属不明 18.ス ズガモ属右附際骨

19.ス ズガモ属左上腕骨遠位端 2025.ヘ ビ類椎骨 26.ヒ キガエル右肩甲骨 27.左 肩 甲

骨 28.左上腕骨 (♂ )29.左 上腕骨 (♀ )30,左胚DF骨 31-33.右腸骨 34.右仙骨 35-

36.右撓尺骨 37.左撓尺骨 38.ヤ マアカガエル右上腕骨 (♀ )39-42.右腸骨 43-44.左 腸

骨 4547.ツ チガエル左上腕骨 (♂ )48.右上腕骨 (♀ )49-50,左上腕骨 (♀ )51.ト ノサ

マガエル左上腕骨 (♀ )52-54.右腸骨 55.左腸骨

図版89(1～32,フ ナ。縮尺 ,すべて原寸)

卜6.右主鱚蓋骨 7-12.左主鰯蓋骨 13-20。 右下鯖蓋骨 21-28.左 下鯉蓋骨 29.右下顎歯

骨 30-32.椎 骨

図版90(1～24,ク ロダイ、25～ 35,ス ズキ、36～40,カ ンダイ、41～44,コ チ、45～

46;ダ ツ、47,ア イナメ、48;カ サゴ、49,ナ マズ、50,ハ ゼ、51-52,マ イ ワシ、53,

ニシン。縮尺 ;すべて原寸)

15.ク ロダイ右前上顎骨 6-10.左前上顎骨 ■.左下顎歯骨 12-13.左 角骨 14.右 上 顎

骨 15.左上顎骨 16-18.右 涙骨 19.左涙骨 20.右舌顎骨 21.左 舌顎骨 22-23。 右前鯉

蓋骨 24.左前継蓋骨 25.ス ズキ左下顎歯骨 26-28.左 上顎骨 29。 右主組 蓋 骨 3031.

左角骨 32-33.右 方形骨 34-35。 左方形骨 36.カ ンダイ左前上顎骨 3739.下 咽験骨

40.上咽頭骨 41.コ チ右上顎骨 42.左上顎骨 43-44.椎骨 45-46.ダ ツ歯骨 47.ア イナ

メ左前上顎骨 48.カ サゴ右前組蓋骨 49。 ナマズ胸鰭棘 50.ハ ゼ椎骨 51-52.マ イ ワシ

椎骨 53.ニ シン椎骨
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図版 2
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図版 3
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図版 5
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図版 8
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図版 9
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図版11

↑

ィ
　

ァ

．

■

．　
，，
　
　
」

SZ・ 013

SZ,014



蘊
∽
鶏

〓
豫
一ぼ
士

，， ‐

融

∵

1望
ィ々デ

!蕩
SZ。 014

擦静学オエｉ

▼‐ヽ　点（一一， 黙．

SZ・ 015



図版13
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図版14
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図版15

撫
｛．■
●
と
雑
学

曳
々

，均藤
一一
夕】

物

聯
SZ・ 018

SZ,018



図版16
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